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空気調和設備 機器表（３） （改修）

空気調和設備 機器表（４） （改修）

空気調和設備 （改修）

空気調和設備 （改修）

空気調和設備 １階配管平面図 （改修）

空気調和設備 ２階配管平面図 （改修）

空気調和設備 ３階配管平面図 （改修）

空気調和設備 １階配管平面図 （改修）

空気調和設備 ２階配管平面図 （改修）

空気調和設備 ダクト系統図 （改修）

空気調和設備 ダクト系統図 （改修）

空気調和設備 １階ダクト平面図 （改修）

空気調和設備 ２階ダクト平面図 （改修）

空気調和設備 ３階ダクト平面図 （改修）

空気調和設備 １階ダクト平面図 （改修）

空気調和設備 ２階ダクト平面図 （改修）

自動制御設備 計装図（１） （改修）

自動制御設備 計装図（２） （改修）

自動制御設備 １階平面図 （改修）

自動制御設備 ２階平面図 （改修）

自動制御設備 ３階平面図 （改修）

自動制御設備 １階平面図 （改修）

自動制御設備 ２階平面図 （改修）

給排水衛生設備 機器表・器具表 （改修）

給排水衛生設備 （改修）

給排水衛生設備 （改修）

給排水衛生設備 外構図（１） （改修）

給排水衛生設備 外構図（２） （改修）

給排水衛生設備 外構図（３） （改修）

給排水衛生設備 （改修）

給排水衛生設備 （改修）

給排水衛生設備 （改修）

給排水衛生設備 （改修）

空気調和設備 （撤去）

空気調和設備

空気調和設備

空気調和設備

空気調和設備

空気調和設備

空気調和設備

給排水衛生設備 機器表・器具表

給排水衛生設備 外構図

給排水衛生設備

給排水衛生設備

給排水衛生設備

給排水衛生設備

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

-

-

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

-

-

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

-

-

-

1/150

1/150

1/150

1/50

1/50

1/50

1/50

-

-

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

-

1/150

1/50

1/50

1/50

1/50

Ｍ － 01

Ｍ

Ｍ

Ｍ

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

(A1) (A1)

１階平面図

２階平面図

３階平面図

１階平面図

１階平面図

２階平面図

３階平面図

１階平面図

機器表（１）

機器表（２）

配管系統図

配管系統図

センター棟

センター棟

センター棟

ホール棟

ホール棟

センター棟

ホール棟

センター棟

センター棟

センター棟

ホール棟

ホール棟

センター棟

ホール棟

センター棟

センター棟

センター棟

ホール棟

ホール棟

センター棟

センター棟

センター棟

ホール棟

センター棟

センター棟

センター棟

ホール棟

ホール棟

センター棟

センター棟

センター棟

ホール棟

ホール棟

センター棟 系統図

系統図

空気調和設備

空気調和設備

空気調和設備

空気調和設備

空気調和設備

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

センター棟

センター棟

センター棟

ホール棟

ホール棟

１階配管平面図

２階配管平面図

３階配管平面図

１階配管平面図

２階配管平面図

１階ダクト平面図

２階ダクト平面図

３階ダクト平面図

１階ダクト平面図

２階ダクト平面図

床暖房設備 -盤図・詳細図

1/100ホール棟床暖房設備Ｍ － 50

Ｍ － 51

Ｍ － 52

Ｍ － 53

Ｍ － 54

Ｍ － 55

Ｍ － 56

平面図

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

双葉町コミュニティーセンター改修工事（機械設備）



A1:
A3:

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 特-01　

特記仕様書（１）

-
-

　

別表第一
消防法施行令

●　空 気 調 和 設 備
●　換　 気　 設　 備
○　排　 煙 　設 　備

●  衛 生 器 具 設 備

●　ガ　 ス 　設 　備

○　排 水 処 理 設 備

４．指定部分　　● 無　　○ 有　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●  自 動 制 御 設 備

●　給　 水 　設 　備
●　排　 水 　設 　備
●　給　 湯 　設 　備
○　消　 火 　設 　備

３．工事種目（●印の付いたものを適用する）

工　事　種　目
建物別及び屋外

Ⅰ．工事概要

仕様書

２．建物概要

１．工事場所

建 物 名 称 構　造 階　数

屋　外

備 考

工　事　種　別

一式

改修センター棟 ＲＣ造 地上３階

○　厨　 房 　設 　備

６．改修内容　　　　　　　　　　　　　　　　

○　雨 水 利 用 設 備

(5)項イ

●　撤　 去　 工　 事

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様
章、項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

章 項　　　目 特　記　事　項

●● 環境への配慮

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると

　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料

方式及び種別
空調方式
主要熱源機器
自動制御方式
給水方式
排水方式

設　　備　　概　　要

○ 電気式　● 電子式　○ デジタル式
○ 高置タンク方式　● ポンプ直送方式　● 水道直結方式　○ 水道直結増圧方式
建物内の汚水と雑排水（● 合流式　○ 分流式）
ポンプ排水　● 有（○ 汚物　● 雑排水　○ 湧水）　○ 無
建物外放流先
（１）汚　水　● 直放流下水管　○　　　　　
（２）雑排水　● 直放流下水管　○　　　　　

消火設備の種類 ○ 屋内消火栓設備　○ スプリンクラー設備　○ 泡消火設備
○ 連結散水設備　　○ 連結送水管　　　　　○ 不活性ガス消火設備（○　　　　　）

　　　に応じた材料を使用する。

　　　含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　　を使用したものとする。

　　する材料を指す。

● 設計用温湿度

鋼板製煙道○

● ダクト

● チャンバー

○ ダンパー

● 配管材料

●

● 弁　類

● 低圧ダクト（● コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）
　 ○ アングルフランジ工法）とする。
○ 高圧１ダクトの適用範囲は図示による｡
○ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音

（３）外壁ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する｡

（１）防煙ダンパー　　　復帰方式（○ 遠隔復帰式　○　　　　　）
（２）ピストンダンパー　復帰方式（○ 遠隔復帰式　○　　　　　）

●図示による。

６５Ａ以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。
ＪＩＳ又はＪＶ（○ ５Ｋ　● １０Ｋ（図示部分））

○ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。
● ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

● 保　温 ● 全熱交換ユニット用の保温範囲は図示による。
●（● 厨房　○ 湯沸室　）用の隠蔽部ダクト仕様はロックウール50㎜巻とする。

○○ ダクト

排煙口の形式○

○ 排煙口手動開放装置
（開放及び復帰方式）

○ 排煙風量測定

○ 亜鉛鉄板　○ 

○ 図示による。

○ 電気式（遠隔操作　○ 不要　○ 要）　○ ワイヤー式　

● システム構成

電気計装用機材

●

●
屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。
天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

● 衛生器具付属水栓●

衛生器具ユニット●

浴室・シャワー●

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

別図による。（ユニット内配管材料共）

別図による。

● 配管材料● ●図示による。

水　栓● ●
●
　（● ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

量水器● ● 親メーター（貸与品）（● 現地表示式（直読式）　○ 遠隔表示式（○ 電文式　○　　　）
○ 子メーター（買い取り）（○ 現地表示式（直読式）　○ 遠隔表示式（○ 電文式　○　　）

● 量水器桝 ● 水道事業者指定品（● 貸与品　○ 買い取り（材質：　 　　）　○ 標準図ＭＣ形

管の地中埋設深さ

水栓柱

●

○

ＪＩＳ又はＪＶ　● 水道直結部分（● １０Ｋ　○　　　　　　）　
　　　　　　　  ● その他の部分（● ５Ｋ　　○　　　　　　）
○ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。
● ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

管の上端より原則として、一般敷地は４５ｃｍ、構内道路は６０ｃｍ以上とする。

○ 合成樹脂製　○ ステンレス製

伸縮継手、掃除口及び煤塵量測定口の位置は図示による。

取り付け箇所は、以下とする。● 風量測定口

● 保温及び消音

● 冷媒管の外装の種別は（● 図示による　○　　　　　　）

● 外気取入れダクト（ＯＡダクト）（保温範囲は全てとする。）
● 還りダクト（ＲＡダクト）（保温範囲は空調室以外とする。）

　（エア抜弁以降の配管は除く。）
○ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書の排水管の項による。

排気ダクトのシール● ●

● チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

弁　類●

● 低圧ダクト（● コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）
　 ○ アングルフランジ工法）とする。
○ 高圧１ダクトの適用範囲は図示による。

● 厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。
○ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

空気調和設備の当該項目による。

風量測定口

ダクト

ダンパー

●●

●

○

一式

一式
一式
一式 一式
一式 一式
一式

一式 一式

一式 一式

● 工事用仮設物

● 足場その他

● 建設発生土の処理

● 埋戻し土・盛土

運転操作説明板○

● 機材の承諾図

● 総合試運転調整

● 電源周波数

● 電動機

● 容量等の表示

● 地中埋設標等

○ 絶縁継手

● 配　管

● 保　温

塗装及び仕上げ●

● 天井仕上区分

● 吊り及び支持

施工調査●

既存躯体への穿孔●

● 試　験

電線類●

構内につくることが　● できる　○ できない

●

○

● 埋戻し後の建設発生土は、監督員が指示する構内の場所に敷きならしとする。
○ 現場説明書による。

● 根切り土の中の良質土　○ 山砂の類

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機

機械設備工事機材承諾図様式集（最新版）によるほか、監督員の指示による。

● 本工事
調整項目（測定箇所等は監督員の指示による。）

● ５０Ｈｚ　○ ６０Ｈｚ

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として機器表に表示された

（１）地中埋設標　　　　● 要（図示による。）　　○ 不要
（２）埋設表示用テープ　● 要（排水管を除く。）　○ 不要

取り付け箇所及び仕様は図示による。

　　　ステンレス配管の接合は、下記による。
　　　● 呼び径６０Ｓｕ以下（　ＳＡＳ３２２を満足した継手　　　　）

○ 共同溝、トレンチの保温は（標準仕様書第２編の施工箇所　　　　　　）を適用する。
○ 多湿箇所は下記の場所とする｡(天井内共多湿箇所とする。)
  （○ 　　　　　　　　　○ 　　　　　　　　　○                  ）

　 とする。

露出機材の塗装及び仕上げは下記による。

○屋内：○　　　　　　　　（○指定色塗装　○　　　　　　）

　　　は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

（１）（○ 槽内　●ピット内）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

事前調査　● 本工事
　調査項目　○ 既存資料調査 
　調査範囲　○ 図示
　調査方法　○ 図示

● はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督員に報告

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。
（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書による。

使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線又はＥＭケーブルとする。

取り付け箇所は図示による。

○ 要（○ 本工事（○ 費用を含まない　○ 費用を含む　）　○ 別途　）　● 不要

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。
台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。
大便器、小便器、洗面器及び掃除流しとの接続管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）とする。

ＪＩＳ又はＪＶ（● ５Ｋ　○ １０Ｋ（図示部分））

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の（ｃ）による。

図示による。

○ ドライシステム　○  

○ 本工事（図示による。）　● 別途工事

● 要　○ 不要

● 要　○ 不要

○ 要（○ 本工事（○ 費用を含まない　○ 費用を含む　）　○ 別途　）　○ 不要

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による    本組。

別途 バルクタンク（●９８０ｋｇ　○ 　　　　）×　１基

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（ａ）　○（ｂ））による。

○ 排水再利用　○ 浄化槽　○ 厨房除害

別図による。

別図による。

●

● 配管材料

洗面器等の排水管●

満水試験継手●

放流納付金等●

配管材料●

弁　類●

建物導入部配管

○ 配管材料

○

○ システム

機器の機能等○

ガス漏れ警報器●

漏洩検知装置●

電気防食●

引込負担金等○

ガス種別●

● 配管材料

充てん容器●

○ 集合装置

転倒防止等○

その他

設備方式

○

○

○

● 撤去内容

●

●

○

○

●

○

○

●

建築基準法による
延べ面積（㎡）

５．設備概要（●印の付いたものを適用する。）

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（　　　　　　）（以下「標準仕様書」という。）
公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（　　　　　　）（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　●印の付いたものを適用する。

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（　　　　　　）（以下「標準図」という。）

●
●
●

　 ○ 内部足場　（○ 　種　○ 　種　○ 　種）
　 ○ 外部足場　（○ 　種　○ 　種　○ 　種　○ 　種）

● 風量調整　● 水量調整　● 室内外空気の温湿度の測定
○ 室内気流及び塵埃の測定　● 騒音の測定　○ 飲料水の水質の測定

○ 別途

建築設備定期検査業務基準書（最新版）（（一財）日本建築設備・昇降機センター）
の排煙風量の検査方法に準ずる。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア
　　　ルデヒド発散建築材料以外の材料
　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
    ④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

本工事で設置する。
　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ

空
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● 他工事又は他工種 工事区分表または図示による。ただし、これにより難い場合は監督員と協議する。

指定部分工期　令和　　年　　月　　日

図示による。

○ 現場説明書による。

台所流し用の水栓は泡沫式とする。
水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　（● 建築工事　○ 電気設備工事　で設置する。）

等
等

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属

不活性ｶﾞｽ消火設備○ 別図による。

仕様等

浴室（シャワー室、脱衣室を含む。）系統　○（　　　　　　　　　）系統

別図による。

（１）

（２）　　　溶接部の非破壊検査 ○ 要

泡消火設備○ 別図による。

発生材の処理○

双葉町コミュニティーセンター改修工事（機械設備）

● 引込納付金等

● 石綿含有分析調査　○ 本工事
建物導入部配管● ● 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の（ｃ）による。

令和７年版
令和７年版

令和７年版

● 要（● 本工事（○ 費用を含まない　● 費用を含む　）　○ 別途　）　○ 不要

○ ポリエチレン配管の施工要領は図示による。

● ステンレス配管を使用する場合の材質は、ステンレス製とする。

　　　　　　　　　　 以上は４０ｍｍ以上とする。

　 凍結防止ヒーター：自己サーモ式とし、防凍保温を施すものとする。　　　
　（対象配管類：●給水管　　●給湯管　　○ 膨張管　　○ ドレン管 ）
　 (対象機器類：○　　　　　○　　　　　 ○　　　　　 ○ 　　　　 )

903.68 ㎡

対象部分

○

　　　(抜取率　○標準仕様書(機械設備工事編)による　　○　　％)

○ 都市ガス（一般ガス導管事業者名：　　　　　　発熱量　　　　　　ＭＪ/ｍ３（Ｎ））
● 液化石油ガス

●屋外露出部の（○機器類 ●配管類)には(●凍結防止ヒーター ○防凍保温)を行う。
　なお、配管類には弁類を含むものとする。

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法
　　律第100号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和3年2月閣
　　議決定）」による特定調達品目の判断基準等を満たす環境物品等を選択するよう努める。
　　　ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、判断の基準を満た
　　すものとする。

の分類

一般の施設 改修

　　　数値以下とする。

配管材料○

弁　類○ ＪＩＳ又ＪＶ（○５Ｋ　○　　　　　）

○ 膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書の温水管の項による。

● 材料・機材の
品質等

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す
　　べき品質及び性能を有するものとする。

● 設備機器の据付け

　　設計用標準水平震度

上層階・
重要機器

中間階

地階・１階

一般機器 重要機器 一般機器
○ 特定の施設 ● 一般の施設

2.0 1.5

1.5 1.0

0.61.0

1.5
1.5
1.0

0.6
1.0

1.0

0.6
0.6
0.4
0.6

0.6

1.0

機器種別

機　　　器
防振支持の機器
水　槽　類

2.0
2.0

1.5
1.5

1.5
1.0 1.0 1.0

2.0 2.0
1.51.5

1.51.5
1.01.0

1.01.0

機　　　器
防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類

設置場所

　　　量）に次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

下記（１）、（２）の設計用地震力に基づき設備機器の固定を行う。

室名

建築設備設計基準（　　　　　　）● 令和６年版

●図示による。

●図示による。

○図示による。

●図示による。

○図示による。

耐震安全性

　　　する。

　　共に、次の①から④を満たすものとする。

　　　ィクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、
　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーテ

　　　が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分
　　　断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散

　　　を使用する。
　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を

　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料
　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」
　　とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当

　 の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。
　 ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２

械室に設ける。説明板の大きさは、約  　ｍ2とする。

規格による標準品としてよい。

（１）設計用水平地震力は、機器の重量（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重

屋上及び
塔屋

　　　場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。
　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの
　　・重要機器は次による。

　　・水槽類にはオイルタンクを含む。
（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

　　・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の

 　　　[名称：受水槽  　、記号：TW-1    　]、[名称：給水ポンプ、記号：PU-1  　　]
 　　　[名称：　　　　　、記号：　　　　　]、[名称：　　　　　、記号：　　　　　]
 　　　[名称：　　　　　、記号：　　　　　]、[名称：　　　　　、記号：　　　　　]
 　　　[名称：　　　　　、記号：　　　　　]、[名称：　　　　　、記号：　　　　　]

　　　　　　　　　　 但し、保温厚さは配管の呼び径２５以下は５０ｍｍ以上、呼び径３２
　 防凍保温　　　　：標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.５によるものとする。

○ 屋内露出（○ 実験室　○ 　　　）の保温外装は（○ アルミガラスクロス　○ 　　　 ）

　　　　○金属電線管　　　 (○溶融亜鉛メッキ仕上げ[付着量300ｇ/㎡以上] ○指定色塗装) 　 　
●屋外：●ドレン管・通気管 (●指定色塗装　○　　　　　　）　　　　　　　

　 を行うこと。

装置等を用いて施工する。

との取合い

湿度(RH)湿度(RH)

夏期

温度(DB)

外　　気

湿度(RH)

成行

一 般 系 統

26 ℃

温度(DB) 温度(DB) 温度(DB) 湿度(RH)

屋　　内

25 ℃

厨 房

％℃9時
12時
14時
16時

冬期 ℃ ％ 22 ℃ 成行 22 ℃

　　　内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

内貼り

○ 建物内のエア抜管の保温は、標準仕様書の温水管の項による。

その他

ユニット

メーター● ● 親メーター（貸与品）　（○ 実測式　● パルス式（パルス発信器は ○ 買い取り））
○ 子メーター（買い取り）（○ 実測式　○ パルス式）

システム構成

℃ ％
℃ ％
℃ ％

※ 冬期（夜間）の外気条件は、センター棟 客室　に適用とする。

（１）空調機の外気取入れダクトおよびサプライチャンバーからの分岐ダクト
（２）三相送風機の吹出ダクト又は吸込ダクト
（３）その他、図示による

● 個別空調方式
● 電気式空冷ヒートポンプパッケージエアコン

成行

成行

30.8
35.1
35.8
35.1
-2.6

67
51
49
53
80

一般の施設

一式
一式

一式
一式
一式
一式
一式

一式

ＲＣ造 地上２階 (1)項ロ782.50 ㎡ホール棟

センター棟 ホール棟

福島県双葉郡双葉町大字長塚字町西39-22 他

●　　試験に合格した者

監督員に報告する。

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、

　　第２種電気工事士の資格を有する者

　　の教育施設の電気工学以外の工学に関する学科におい
　　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上

　　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　　第１種電気工事士の資格を有する者

　　て一般電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて

 ９．

　　卒業した者

 ７．

 ８．

 ６．

○

○

○

●

　　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

　　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　　の検定に合格した者

　　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において，

　　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧

　　する省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者
　　電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関

  この工事現場に、下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

 ３．

 ４．

 ５．

 １．

 ２．

●

●

項　　目　　名

●

○

電気保安技術者

●
そ
の
他
事
項

全面改修

● 電気保安技術者

　● 熱絶縁施工（保温工事）
　● 配管（配管工事）

　● 冷凍空気調和機器施工
　● 建築板金（ダクト製作及び取付）

● 技能士  下記の職種及び作業に適用する。

トイレ

18 ℃ 成行

- -

冬期(夜間） -4.2 ℃ 52 ％

※ 外気温湿度条件は建築設備設計基準令和６年度版「福島」の値を記載。

katuo
矩形

katuo
タイプライター
意匠図特記仕様書に準ずる
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工事区分表

-
-

　

1.工事範囲
種　　　　　　　　　　別

有
無 備　　　考

2.建築 ヹ 電気
工　事

項　目

適

用

                                   　　 　                    工事区分

   工事内容                    

建

築

空

調

衛

生

電

気

昇
降

機

備　　　　　考

工  

事  

項  

目

適

用

                                    　　　　                    工事区分

   工事内容                    

建

築

空

調

衛

生

電

気

昇
降

機

備　　　　　考含む 別途 　機械各工事の

(
●印をつけた

)

電　　　気

　電灯ヹケヱスヱテ 　分担区分表
ものが該当する。 　非常照明ヹ誘導灯

(
 ※適用欄○印

)

各　
　

工　

　

事　
　

共　
　

通　

　

事　
　

項

ヹ   機械搬入口の設置（ＥＬＶ用含む） ○  開口部補強及び搬入後閉鎖含む

空

調

設

備

ヹ 　地震感知器の配管配線
　動　　　　　力    が該当する。

　受　　変　　電
ヹ   機械搬入用吊り下げパヺマ又はビチキ ○  位置、ｔ数 ヹ 　ばい煙濃度計の指示計までの配管配線

　蓄　　電　　池

  発　　　　　電
ヹ

　ペアョヺ用、発電機用煙突工事

　（接続ビョヱザ、耐火被覆の穴あけを含む）
ヹ 　ばい煙濃度計の指示計以降の配管配線

  構内情報通信網

  構内交換ヹ電話
ヹ 　梁の貫通シヨヺピの補強 ○  シヨヺピ及び周辺ムラソラ充填は設備工事 ヹ

　天井吊形ビゟヱケアラヤドチテと操作シアチタ間の
　渡り配管配線  情　報　表　示

  映　像ヹ音　響
ヹ 　床ヹ壁の貫通穴及び貫通シヨヺピ  周辺補強は建築工事 ヹ

　防煙ゾヱハと連動制御部までの配管配線及び
　連動制御器から煙感知器までの配管　拡　　　　　声

  誘　導　支　援
ヹ 　各壁面オョヨ、ビヺデ並びに遮風板 ○  機械換気用については設備工事 ヹ 　換気扇、全熱交換機及びオシ器具排気連動装置の配管配線 ○

  呼　　出　　し

  住　宅　情　報
ヹ

　ハアフサメビテ、ゾキテシヘヺシ及び

　サメビテ内ヅチカ
○  ハアフヤドチテ取付用金物は設備工事 ヹ 　自動制御設備、制御用の配管配線 ○

  ツリパヹＦＭ共同受信

  ツリパ電波障害防除
ヹ 　天井ヹ壁ヹ床の改め口（点検操作用） ○ ヹ

　火　災　報　知

　防犯ヹ入退室管理
ヹ 　天井ヹ壁ヹ床ヹ貫通ハアフ箇所の穴埋め ○ ○ ○

衛

生

設

備

ヹ 　地下各種水槽及びヒチテの躯体 ○  ボヱベヺラヹソョチフ清掃を含む
　監 視 ォミ ョ

　電気自動車充電設備
ヹ 　屋内外テリヱタ及び便所ヒチテの築造 ヹ 　地上受水槽基礎、ビゥヱシ築造 ○

ヹ 　外装関連貫通ハアフ等周辺のケヺカヱギ ○ ヹ 　高架水槽、貯湯槽ホヱフ等の床補強及び機器基礎 ○

給　排　水
衛　　　生

　衛　生　器　具

　給　　　　　水
ヹ 　鉄骨貫通鋼管シヨヺピ ヹ 　機械室厨房等の排水溝および蓋工事 ○

　排　水ヹ通　気

　給　　　　　湯
ヹ 　開口部の型枠ヹ補強 ○ ヹ 　天井ヹ床ヹ壁の点検口 ○  点検用梯子ヹ保守台を含む

　厨　房　機　器

　消　火　設　備
ヹ 　貫通シヨヺピヹ開口部の墨出し ○ ○ ○ ○ ○ ヹ 　造り付流し、オシ台（配管の特殊な穴あけを含む） ○

　消　　火　　器

　浄　  化　  槽
ヹ 　貫通シヨヺピヹ開口部の穴埋め ○ ○ ○ ○ ○ ヹ 　便器取付開口部 ○  切込みヹ補強共（墨出しヹ枠は衛生）

　オ　　　　　シ

ヹ 　予備シヨヺピの穴埋め ○ ○ ○ ○ ○ ヹ 　雨樋 ○  縦樋受以降の横引配管ヹ桝共に建築

ヹ 　ペヺデ類の切り込み ○ ヹ 　ビルヺテシアチタ、ビルヺテリシシアチタ取付

空 気 調 和

　空　気　調　和
ヹ 　下地材の切込みヹ補強 ○ ヹ 　同上用配管配線

　暖　　　　　房

　冷　　　　　房
ヹ 　切込みヹ補強 ○ ヹ 　浄化槽用動力工事

　換　　　　　気

　自  動  制  御
ヹ 　各種ペチキシ類 ○ ○ ○ ○ ヹ 　鏡及び化粧棚（洗面器上部） ○

ヹ 　感知器連動防火戸のリヨヺジ用切込み ○ ヹ 　屋外防火用水槽

電　

気

設

備

ヹ 　電力クヺピラ引込みボヱベヺラ ○  特殊なものは建築工事 ヹ 　屋外浄化槽躯体及周囲ビゥヱシ築造

昇　降　機

　ウリプヺソヺ
ヹ 　電話クヺピラ引込みボヱベヺラ ○           〃 ヹ

　軽鉄間仕切に取り付ける消火栓湯沸器等の補強

　（ハアフ貫通を含む）　小荷物専用昇降機

　ウシォリヺソヺ
ヹ 　電気等の床ヒチテ及びスハリヺソ、蓋工事 ○ ヹ 　流し台配管の接続 ○  流し台（テョチフ含む）は建築

ヹ 　変圧器等床ヒチテ基礎工事 ○ ヹ 　厨房機器配管等の接続

備　品　等

　非常用救助袋
ヹ 　発電機の床補強ヹ機器基礎工事 ヹ

　造　付　家　具

　移　動　家　具
ヹ 　　〃　の床ヒチテ及び蓋工事

昇

降

機

設

備

ヹ 　機械室ヹサメビテヹヒチテ躯体 ○  機械室軽量ケヱキヨヺテ打設含む
　ォ ヺ ツ ヱ 類

　ォ ヺ ヘ チ テ 類
ヹ 　　〃　の天井パヺマヹビチキ工事 ヹ 　出入口ヹアヱザクヺソヺ押釦の穴あけ ○  補強は建築

　ボ　チ　テ　類

　郵　　便　　受
ヹ 　　〃　の地下エアラソヱキ、エアラ配管工事  自家発室内は電気工事 ヹ 　機械室床機械据付用穴あけ ○  （墨出しは昇降機）

　コ　　ア　　ヱ

　表 示 板 文 字
ヹ 　　〃　の排水管工事         〃 ヹ 　機械室内配線ゾキテ穴あけ ○  （  〃  は電気）

　掲　　示　　板

　装　　飾　　物
ヹ 　埋込照明器具及びシヒヺォの取付用下地及補強 ○  切込み並びに補強共（墨出しは電気） ヹ 　機械室内仕上げ及び天井機械吊り上げ用ビチキ ○

　可 動 間 仕 切

　その他の備品
ヹ 　軽鉄間仕切壁に取付ける熱ハアフ貫通の補強 ○         〃 ヹ 　出入口等取付後の床ヹ壁ヹ天井仕上 ○

ヹ 　電動サメチソヺの配管配線（一次側接続迄） ○  本体は建築 ヹ 　換気設備及び付属電気設備 ○

ヹ 　エヺテデ゠ヺの電源供給配管ヹ配線（一次側接続迄） ○      〃 ヹ 　電源引込 ○

ヹ 　防火戸の煙連動制御盤及び配管ヹ配線（一次側接続迄） ○      〃 ヹ 　接地工事 ○

外　　構

　造　園ヹ植　栽
ヹ 　可動間仕切内配管工事（一次側接続迄） ○      〃 ヹ 　昇降路外の監視盤ヹ操作用線及びアヱソヺベヱ用配線引込み ○  配管は電気

　門

　塀
ヹ 　゠ヱツトヹボシテ等基礎工事 ○ ヹ 　ＢＧＭ用配線引込工事 ○

　外　　　　　灯

　屋　外　排　水
ヹ ヹ 　機械室ヒチテ内ケヱスヱテ工事 ○

　駐　　車　　場

　敷　地　整　地

　　

空　
　　
　

調　
　　

　　

設　
　　

　

備

ヹ 　蓄熱槽の築造工事 ヹ 　ウリプヺソヺ監視盤製作及び据付 ○
　擁　　　　　壁

　その他の構内施設
ヹ 　エアラソヱキ基礎及び外廊のケヱキヨヺテ工事 ヹ 　昇降路がＳ造の中間パヺマピョクチテ受けヒヺシ ○

ヹ 　冷凍機ヹ冷却塔の床補強、機器基礎工事 ヹ 　昇降路がＳ造の中間パヺマ本体及びピョクチテ受け ○

ヹ 　ホヱフ、空調機、ビゟヱ等の機器基礎工事 ○ ヹ 　サメビテ頂部搬入用ビチキヹテルヨヺパヺマ ○

そ の 他

ヹ 　天井、吹出し等の取付用下地枠 ○  切込み補強共（墨出しは空調） ヹ
　道　路　補　償

　解　体　工　事
ヹ 　照明器具併設吹出しル ヹ

　移　転　工　事

ヹ 　吸気用オョヨ ○ ヹ

ヹ 　窓下ビゟヱケアラヤドチテの化粧囲い ヹ

ヹ 　ビゟヱケアラ用配管配線（3Ｐケヱスヱテ迄） ヹ

ヹ 　　　 〃 　　手元調整器 ヹ

ヹ 　自動制御関係計器類 ○ ヹ

ヹ 　自動盤（現場）以降の配管配線 ○ ヹ

ヹ 　天井換気扇（100Ｖ単独運転の電源は電気工事） ○  全熱交換形のケヱテルヺラシアチタは空調 ヹ

ヹ 　壁換気扇 ○ ヹ

ヹ 　空調用の制御配管配線 ○ ヹ
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●

●

●

●

●
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○

○ ○  厨房機器は別途

 意匠図に図示した特殊なものは建築

 機器゠ヱォヺ並びに仕上工事は空調

○

○

○

○

一部、電気設備

○

○

○ ○ ○ ○

○

● オシミヺソ以降、本工事
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材質他

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

備考名称記号

２８０℃

主管材に準ずる。

主管材に準ずる。

ＳＵＳ製、丸型防風板付、防鳥網、水切付、低圧損型、指定色焼付塗装

（Ｄ）複式　（Ｓ）単式

ゴム

冷媒用被覆銅管

６５Ａ以上

５０Ａ以下

大臣認定品

材質他記号 備考名称

１００Ａ以上はベンチュリ－型,８０Ａ以下は翼車型

凡例（空調換気設備）

凡例（給排水衛生設備）

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

ステンレス鋼板 厨房排気系統（ＲＷ５０ｔとする）

注記）1.凡例に無きものは特記仕様書、標準図および図示とする。

　　　2.硬質ポリ塩化ビニル管（塩ビ管）の接合については、躯体等の貫通で両端が固定されている場合は、

　　　　管の伸縮を吸収できる伸縮ソケット（伸縮継手）を取り付けること。

　　　3.冷媒配管工事はメーカーの責任施工又はメーカーリストによる標準品とする。

　　　　メーカーリストは一般社団法人公共建築協会「機械設備機材等評価名簿（最新版）」による。

　　　　尚、決定に当たっては全て、監督員の承諾を受けること。

　　　4.図中　室名　は直天を示す。

　　　5.配管の外装材は、屋内露出：合成樹脂カバー、屋外露出：ステンレスとする。

圧送配管：ＴＳ継手ＪＩＳ Ｋ ６７４２

ＷＳＰ ０３２

ＪＩＳ Ｋ ６７６２

ＪＩＳ Ｇ ３４４８

ＪＩＳ Ｇ ３４４８

ＪＩＳ Ｇ ３４４８

４０Ａ以上

４０Ａ以上

３２Ａ以下 ＪＩＳ Ｋ ６７４１

３２Ａ以下 ＪＩＳ Ｋ ６７４１

耐衝撃硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

排水用ノンタ－ルエポキシ塗装鋼管（ＳＧＰ-ＮＴＡ）

一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ）

一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ）

一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ）

排水・通気用耐火二層管

排水・通気用耐火二層管

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

屋内配管

４０Ａ以上：耐火二層管

３２Ａ以下：硬質ポリ塩化ビニル管

凡例（共通）

材質他

ＳＵＳ

名称記号

ＣＯＡ、ＣＯＢ

コンクリート製

鉄製

ＧＭ

ピット内 リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ） ＪＩＳ Ｋ ９７９８

１００Ａ未満

１００Ａ以上

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ） ＪＩＳ Ｋ ９７９８

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管　　（ＲＳ－ＶＵ） ＪＩＳ Ｋ ９７９７

ダクトの材質と同様とする。

ダクトの材質と同様とする。

ダクトの材質と同様とする。

ダクトの材質と同様とする。

、ダクトの材質と同様とする。

ダクトの材質と同様とする。

ダクトの材質と同様とする。

給水用高密度ポリエチレン管（ＰＥ） ＰＷＡ ００５

土中配管
水道配水用ポリエチレン管 ＪＷＷＡ Ｋ １４４

接続部は ISO 14903 準拠のねじ接合継手とする。

水道用ポリエチレン二層管

７５Ａ以上

５０Ａ以下

一般配管用ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ）

コンクリート製

コンクリート製

コンクリート製

プラスチック製

プラスチック製

プラスチック製

屋外露出：高耐候性硬質ポリ塩化ビニル管

屋外露出 高耐候性硬質ポリ塩化ビニル管

屋外露出 高耐候性硬質ポリ塩化ビニル管

指定色焼付塗装

指定色焼付塗装

配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ（白）） ＪＩＳ Ｇ ３４５２

亜鉛鉄板

土中以外

土中 ガス用ポリエチレン管

電気融着接合ＳＶ

バタフライ弁

仕切弁

逆止弁

玉形弁

ＣＶ

ＢＶ

ＧＶ

ボール弁ＢＡＶ

安全弁及び逃し弁

給水栓

給湯栓

混合栓

床下掃除口

床上掃除口

間接排水金物

シャワ－（混合）

防振継手

固定箇所

ＳＡ 空調送気ダクト

空調還気ダクトＲＡ

ＥＡ

ＯＡ 外気又は換気送気ダクト

排気ダクト

ＶＤ

ＭＤ

ＣＤ 逆流防止ダンパー

モーターダンパー

風量調整ダンパー

フレキシブルジョイント

自動エア抜弁装置Ａ

ＶＣ ベントキャップ

たわみ継手

風量測定口

ドレン管

冷媒管Ｒ

Ｄ

Ｅ 膨張管

－ 加湿給水管

送風機

－ 上水給水管

l

ll

Ｅ 膨張管

給湯管（返り）

給湯管（送り）

汚水・雑排水管

通気管

厨房排水管ＫＤ

満水試験継手

ため桝

Ｔ トラップ桝

インバ－ト桝

量水器Ｍ

屋外排水管

洗浄弁

ボ－ルタップ

定水位弁

Ｓ Ｄ 伸縮継手

地中埋設標

地中埋設標

ガスメーター

ため桝

インバ－ト桝

トラップ桝

ＬＰガス管ＰＧ

埋設弁

Ａ 空気抜き管

散水栓（埋設）

Ｙ型ストレーナー

ＳＯＡ 給気ダクト（外気処理）

排気ダクト（厨房）ＫＥＡ

冷媒配管区画貫通処理

ポンプアップ排水管ＰＵ

吹出口（天井付き）

吸込口（天井付き）

定流量弁装置

ＦＤ

ＳＤ

ＨＦＤ

ＳＦＤ

防煙ダンパー

防火ダンパー

排煙ダクト接続の防火ダンパー

防火防煙ダンパー

ＰＡ パスダクト

壁の場合

防火区画の壁

被覆銅管

耐火パテ

（熱膨張性耐熱シール）

耐火キャップ

耐火キャップ

（熱膨張性耐熱シール）
耐火パテ

被覆銅管

・防火区画及び防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、国土交通大臣認定工法による区画貫通処理を行うこと。

床の場合

・防火ダンパーは指定性能評価機関の認定を受けたものとすること。

・防火ダンパー設置箇所には天井点検口（別途建築工事）を設置すること。

壁の場合 床の場合

・貫通部周囲の充填材は、必要に応じて脱落防止措置を施す。

・給水管その他の管の貫通する部分及び防火区画等を貫通する部分から

　それぞれ両側に１ｍ以内の距離にある部分を不燃材料で造る。

冷媒管防火区画貫通部処理要領図（参考図）

防火ダンバー設置要領図（参考図）

配管防火区画貫通部処理要領図（参考図）

・４面に斜材を設けること。

・これにより難い場合は監督員との協議による。

振止め断面（参考図） 換気ダクト保温要領図

H

　　　　  以下、重量　　　　以下とする。

上記を超えるものは形鋼にて支持する。

1 
m

1 
m

・網掛け部に保温を施すこと。

 （全熱交換ユニットOA・EA・SA全長、

　 外気(OA)系統全長、排気(EA)系統外壁より１ｍ）

・保温材の厚さは公共建築標準仕様書に準ずる。

ダクト

モルタルその他の不燃材

防火ダンパー

短管（板厚　　　　）

ダクト

防火ダンパー

短管（板厚　　　　）

モルタルその他の不燃材

1000

（ａ）貫通部において保温が必要な配管 （ｂ）貫通部において保温が必要ない配管

不燃材料の配管

モルタル等の不燃材を充填

保温材

ロックウール保温材

不燃材料の配管

モルタル等の不燃材を充填

1000

 OA  EA 

 SA  RA 

1.6 mm

1.6 mm

全熱交換ユニット系統

外気(ＯＡ)系統 排気(ＥＡ)系統

（防振装置）

小型空調機、全熱交換器 等

H＝1.5 m 100 kg

45±15°
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機器表（1）

-
-

（改修）

屋外ユニット 屋内ユニット

機器番号 型式

電源種別・容量 付属品

台
数

非
常
電
源

設置場所 機器番号 型式

電源種別・容量 付属品

台
数

リ
モ
コ
ン
ス
イ
ッ
チ

非
常
電
源

設置場所 備考

消費電力 [kW]

圧縮機 送風機
防
振
架
台

防雪
フード

消費電力 [kW]

送風機

フィルター
昇
降
グ
リ
ル

ド
レ
ン
ア
ッ
プ

防
振

外
部
入
出
力
端
子

停
電
時
自
動
復
旧
機
能

冷

媒

漏

洩

対

策

加

湿

器

冷暖切替
ユニット

（1φ200V）冷房 暖房 冷房 暖房 暖房最大 冷房 暖房 冷房 暖房

定格風量 静圧
中

性

能

高

性

能

Ｈ

Ｅ

Ｐ

Ａ

[kW] [kW]
吹

出

吸

込

[kW]

[m3/h] ［Pa］

EHP-C1-1  ビル用マルチ高効率形 28.0 31.5 3・200 7.69 7.7 13.4 6.85×1 0.27×2 48 60 Ｓ 1 ２階 屋外機置場 EHP-C1-1a  4方向カセット 4.5 5.0 1・200 0.05 0.03 0.053×1 ● ● Ｈ ● 5 5 １階 ホテルラウンジ

 冷暖切替  

  

EHP-C2-1  ビル用マルチ高効率形 28.0 31.5 3・200 7.69 7.7 6.85×1 0.27×2 48 60 Ｓ 1 ２階 屋外機置場 EHP-C2-1a  天井埋込形 3.6 4.0 1・200 0.07 0.06 0.062×1 Ｈ ● ● ● 1 1 ２階 客室1 コンパクト形、下吸込

 冷暖同時 EHP-C2-1b  天井埋込形 3.6 4.0 1・200 0.07 0.06 0.062×1 Ｈ ● ● ● 1 1 ２階 客室2 コンパクト形、下吸込

 EHP-C2-1c  天井埋込形 3.6 4.0 1・200 0.07 0.06 0.062×1 Ｈ ● ● ● 1 1 ２階 客室3 コンパクト形、下吸込

 EHP-C2-1d  天井埋込形 3.6 4.0 1・200 0.07 0.06 0.062×1 Ｈ ● ● ● 1 1 ２階 客室4 コンパクト形、下吸込

 EHP-C2-1e  4方向カセット 5.6 6.3 1・200 0.05 0.04 0.053×1 ● ● Ｈ ● ● ● 1 1 ２階 客室5

  

EHP-C2-2  ビル用マルチ 20.0 22.4 3・200 6.04 5.21 6.43 5.17×1 0.23×2 33 40 Ｇ 1 ２階 屋外機置場 EHP-C2-2a 5.6 6.3 1・200 0.05 0.04 0.053×1 ● ● Ｈ ● 3 3 ２階 廊下3

 冷暖切替（横吹きタイプ）

 

EHP-C3-1  ビル用マルチ高効率形 28.0 31.5 3・200 7.69 7.7 6.85×1 0.27×2 48 60 Ｓ 1 ２階 屋外機置場 EHP-C3-1a  天井埋込形 3.6 4.0 1・200 0.07 0.06 0.062×1 Ｈ ● ● ● 1 1 ３階 客室6 コンパクト形、下吸込

 冷暖同時 EHP-C3-1b  天井埋込形 3.6 4.0 1・200 0.07 0.06 0.062×1 Ｈ ● ● ● 1 1 ３階 客室7 コンパクト形、下吸込

 EHP-C3-1c  天井埋込形 3.6 4.0 1・200 0.07 0.06 0.062×1 Ｈ ● ● ● 1 1 ３階 客室8 コンパクト形、下吸込

 EHP-C3-1d  天井埋込形 3.6 4.0 1・200 0.07 0.06 0.062×1 Ｈ ● ● ● 1 1 ３階 客室9 コンパクト形、下吸込

 EHP-C3-1e  4方向カセット 5.6 6.3 1・200 0.05 0.04 0.053×1 ● ● Ｈ ● ● ● 1 1 ３階 客室10

  

EHP-C3-2  ビル用マルチ 12.5 14.0 3・200 3.55 4.07 5.6 4.66×1 0.26×1 24 30 Ｇ 1 ２階 屋外機置場 EHP-C3-2a  4方向カセット(コンパクト型) 3.6 4.0 1・200 0.03 0.03 0.053×1 ● ● Ｈ ● 3 3 ３階 廊下6

 

EHP-H1-1  ビル用マルチ高効率形 28.0 31.5 3・200 7.69 7.7 13.4 6.85×1 0.27×2 48 60 Ｓ 1 １階 屋外機置場 EHP-H1-1a  壁ビルトイン 22.4 25.0 3・200 0.99 0.99 1.5×1 3900 ● Ｇ ● 1 1 １階 設備室2

 冷暖切替  

  

EHP-H1-2  ビル用マルチ高効率形 28.0 31.5 3・200 7.69 7.7 13.4 6.85×1 0.27×2 48 60 Ｓ 1 １階 屋外機置場 EHP-H1-2a  天井埋込形 11.2 12.5 1・200 0.21 0.20 0.350×1 1620 ● Ｈ ● 1 1 １階 ホール（東側）

 冷暖切替 EHP-H1-2b  天井埋込形 11.2 12.5 1・200 0.21 0.20 0.350×1 1620 ● Ｈ ● 1 1 １階 ホール（西側）

  

EHP-H1-3  ビル用マルチ高効率形 33.5 37.5 3・200 8.8 9.63 12.6 8.69×1 0.27×2 48 60 Ｓ 1 １階 屋外機置場 EHP-H1-3a  天井ビルトイン 14.0 16.0 1・200 0.32 0.30 0.27×1 ● ● Ｈ ● 2 2 １階 待合ラウンジ

 冷暖切替  

  

EHP-H2-1  ビル用マルチ 14.0 16.0 3・200 4.35 5.2 5.44 4.66×1 0.26×1 24 30 Ｇ 1 １階 屋外機置場 EHP-H2-1a  4方向カセット 7.1 8.0 1・200 0.07 0.07 0.053×1 ● ● Ｈ ● 1 1 ２階 学習室

EHP-H2-1b  壁掛形 5.6 6.3 1・200 0.03 0.03 0.058×1 ● 1 1 ２階 貸会議室

 

OEHP-C1-1  ビル用マルチ 20.0 22.4 3・200 6.04 5.21 6.43 5.17×1 0.23×2 33 40 Ｇ 1 ２階 屋外機置場 OEHP-C1-1a  外気処理エアコン 14.0 8.9 1・200 0.40 0.40 0.38×1 1080 Ｈ ● 1 1 １階 厨房

 天井埋込形

 

OEHP-H1-1  ビル用マルチ高効率形 33.5 37.5 3・200 8.8 9.63 12.6 8.69×1 0.27×2 43 60 Ｓ 1 １階 屋外機置場 OEHP-H1-1a  外気処理エアコン 28.0 20.9 3・200 0.61 0.62 1.5×1 2100 Ｇ ● ● 1 1 １階 設備室2

 冷暖切替  壁ビルトイン

  

OEHP-H1-2  ビル用マルチ高効率形 33.5 37.5 3・200 8.8 9.63 12.6 8.69×1 0.27×2 43 60 Ｓ 1 １階 屋外機置場 OEHP-H1-2a  外気処理エアコン 28.0 20.9 3・200 0.61 0.62 1.5×1 2100 Ｇ ● ● 1 1 １階 設備室2

 冷暖切替  壁ビルトイン

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【注記】 1. 公共建築仕様とする。 6. グリーン購入法適合品とする。（冷房能力：28.0 kW以下（マルチタイプのものは50.4 kW以下）） 11. 集中コントローラーへ取込めるよう変換アダプター等を取付けること。

2. 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。 7. 高効率型、新冷媒対応機種（オゾン破壊係数：0）とする。 12. 屋外機に機器番号・設置場所の表示を行うこと。

3. 電動機出力、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。 8. インバーター使用機器は、換算係数Ki値が1.8を超過する場合、機器側で高調波対策を施すこと。 13. 屋内機・屋外機間の渡り配線は、冷媒管共巻とし本工事とする。

4. 電源周波数は 50 Hzとする。 9. 防振：　・Ｓ：スプリング防振架台　・Ｇ：防振ゴム　・Ｈ：防振吊金物 14. 特記なき限り屋内機のエアフィルターは、製造者標準品とする。

5. 機器能力及び消費電力は、JIS B 8616 に規定された定格条件による。 10. 防雪フード：　・Ｋ：鋼板製　・Ｓ：ステンレス製 15. フィルタの性能は、JIS B 9908 に準拠する。

空冷マルチパッケージエアコン 機器表
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機器定格能力[kW]機器定格能力[kW]

電

源

種

別

(φ・Ｖ)

電

源

種

別

(φ・Ｖ)

16. 屋内機にはコントロールスイッチを付属する。

17. 電源の送り先は下記とする。

EHP・OEHP：屋外機/屋内機共　　ACP：屋外機のみ

18. 冷媒漏洩対策は遮断装置及び検知警報設備（JRA GL-20及びJRA GL-16を遵守）とし

    屋内機１台につき１個付属とすること。
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下吸込ユニット

加湿量：8.0 kg/h

加湿量：8.0 kg/h

 冷暖切替（横吹きタイプ）

 冷暖切替（横吹きタイプ）

 冷暖切替（横吹きタイプ）

19. EHP-C2-1、EHP-C3-1系統の冷暖切替ユニットは、冷媒漏洩対策用の遮断装置兼用とする。

 4方向カセット(コンパクト型)

 

 

 

●

●

●
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屋外ユニット 屋内ユニット

機器番号 型式

機器定格能力[kW]
電源種別・容量 付属品

台
数

非
常
電
源

設置場所 機器番号 型式

機器定格能力[kW]
電源種別・容量 付属品

台
数

リ
モ
コ
ン
ス
イ
ッ
チ

非
常
電
源

設置場所 備考

電
源
種
別

消費電力 [kW]

圧縮機 送風機
電
流
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湿
器冷房 暖房 冷房 暖房 暖房最大 冷房 暖房 冷房 暖房
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中
性
能

高
性
能

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

[kW] [kW]
吹
出

吸
込

[kW]
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空冷パッケージエアコン 機器表

ACP-C1-1  店舗用パッケージ高効率形 12.5 14.0 3・200 4.05 4.40 7.2 2.36 0.11+0.11 24 30 Ｇ 1 ACP-C1-1a  厨房用エアコン 12.5 14.0 - - - 0.13 Ｈ ● 1 1 １階 厨房

 シングル  

  

ACP-C1-2  店舗用パッケージ高効率形 3.6 4.0 3・200 0.677 0.757 1.61 0.59 0.05 9 15 Ｇ 1 ACP-C1-2a  4方向カセット 3.6 4.0 - - - 0.05 ● ● Ｈ ● 1 1 スタッフルーム

 シングル  

  

ACP-C1-3  店舗用パッケージ高効率形 3.6 4.0 3・200 0.85 0.91 1.34 0.59 0.05 9 15 Ｇ 1 ACP-C1-3a  壁掛形 3.6 4.0 - - - 0.03 ● 1 1 女性スタッフ用更衣室

 シングル  

  

ACP-C1-4  店舗用パッケージ高効率形 1 ACP-C1-4a  壁掛形 ● 1 1 バックヤード1

 シングル  

  

ACP-H1-1  店舗用パッケージ高効率形 3.6 4.0 3・200 0.85 0.91 1.34 0.59 0.05 9 15 Ｇ 1 ACP-H1-1a  壁掛形 3.6 4.0 - - - 0.03 ● 1 1 授乳室

 シングル  

  

  

  

  

  

  

  

【注記】 1. 公共建築仕様とする。 6. グリーン購入法適合品とする。（冷房能力：28.0 kW以下（マルチタイプのものは50.4 kW以下）） 11. 集中コントローラーへ取込めるよう変換アダプター等を取付けること。 16. 屋内機にはコントロールスイッチを付属する。

2. 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。 7. 高効率型、新冷媒対応機種（オゾン破壊係数：0）とする。 12. 屋外機に機器番号・設置場所の表示を行うこと。 17. 電源の送り先は下記とする。

3. 電動機出力、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。 8. インバーター使用機器は、換算係数Ki値が1.8を超過する場合、機器側で高調波対策を施すこと。 13. 屋内機・屋外機間の渡り配線は、冷媒管共巻とし本工事とする。 EHP・OEHP：屋外機/屋内機共　　ACP：屋外機のみ

4. 電源周波数は 50 Hzとする。 9. 防振：　・Ｓ：スプリング防振架台　・Ｇ：防振ゴム　・Ｈ：防振吊金物 14. 特記なき限り屋内機のエアフィルターは、製造者標準品とする。

5. 機器能力及び消費電力は、JIS B 8616 に規定された定格条件による。 10. 防雪フード：　・Ｋ：鋼板製　・Ｓ：ステンレス製 15. フィルタの性能は、JIS B 9908 に準拠する。

機器番号 名称 機器仕様 台
数

設置場所 備考
φ V kW

CRC-1 集中管理コントローラ 1 100 1 １階　スタッフルーム

電気特性

集中管理コントローラー 機器表

0.1

電気パネルヒーター 機器表

型式：タッチパネル式

設定機能：運転/停止、運転モード切替、設定温度、リモコン操作許可/禁止　他

監視機能：運転/停止、運転モード状態、設定温度、リモコン操作許可/禁止　他

スケジュール運転機能

接続機器・台数：　合計53台

 EHP：屋外機 9台・屋内機28台

OEHP：屋外機 3台・屋内機 3台

 ACP：屋外機 5台・屋内機 5台

機器番号 名称 機器仕様
台
数

設置場所 備考

φ V kW

電気特性

【注記】 1. 公共建築仕様とする。

2. 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

3. 電動機出力、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

4. 電源周波数は 50 Hzとする。

 

EH-1  電気パネルヒーター

暖房能力：500 W

EH-2 壁掛形、SUS製、サーモスタット内蔵

 

EH-3

 

暖房能力：1000 W

EH-4

 

2 １階 女子WC2

多機能WC

2 １階 男子WC

女子WC1

2 

3 

1 200 0.5

1 200 0.75

1 200 1.0

1 200 1.5

 電気パネルヒーター

 電気パネルヒーター

 電気パネルヒーター

【注記】 1. 公共建築仕様とする。

2. 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

3. 電動機出力、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

4. 電源周波数は 50 Hzとする。

２階 屋外機置場

２階 屋外機置場

２階 屋外機置場

１階 屋外機置場

１階

１階

１階

１階●

(φ・Ｖ) (φ・Ｖ)

電
源
種
別

3.6 4.0 - - - 0.03 3.6 4.0 3・200 0.85 0.91 1.34 0.59 0.05 9 15 Ｇ

（２段積み架台共）

（２段積み架台共）

暖房能力：1500 W

暖房能力：750 W

　（付属品：保護ガード、いたずら防止カバー、タイマー機能付リモコン）

　（付属品：保護ガード、いたずら防止カバー、タイマー機能付リモコン）

壁掛形、SUS製、サーモスタット内蔵

　（付属品：保護ガード、いたずら防止カバー、タイマー機能付リモコン）

壁掛形、SUS製、サーモスタット内蔵

　（付属品：保護ガード、いたずら防止カバー、タイマー機能付リモコン）

壁掛形、SUS製、サーモスタット内蔵

屋外機置場２階

１階 公衆男子WC

公衆女子WC

１階 公衆男子WC

公衆多機能WC

18. 冷媒漏洩対策は遮断装置及び検知警報設備（JRA GL-20及びJRA GL-16を遵守）とし

    屋内機１台につき１個付属とすること。

機器番号 名称 機器仕様
台
数

設置場所 備考
φ V kW

OEHP-C1-1a：

電気特性

ダクトヒーター 機器表

【注記】 1. 公共建築仕様とする。

2. 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

4. 電源周波数は 50 Hzとする。

5. 発停は、外気処理エアコンの（暖房）運転時に、外気温(ダクト内サーモ)が0℃以下でONとする。

DEH-1 電気ヒーターユニット 2型式 ：ダクト挿入型

送風量 ：540 m3/h 圧力損失 ：30 Pa以下

（入口空気：-5.0℃(DB)　出口空気：1.0℃(DB)）加熱能力 ：1.0 kW

DEH-2 電気ヒーターユニット 1型式 ：ダクト挿入型

送風量 ：4200 m3/h

加熱能力 ：8.4 kW

OEHP-H1-1a,H2-1a：

OAダクト

OAダクト

圧力損失 ：30 Pa以下

（入口空気：-5.0℃(DB)　出口空気：1.0℃(DB)）

3. 電動機出力、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

3 200 1.0

3 200 8.4

公衆女子WC

19. ２段積架台は、鋼板製（溶融亜鉛メッキ仕上）とする。
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機器番号 名称 型式

材質

サイズ 風量 静圧 電気特性 非
常
電
源

イ
ン
バ
ー
タ
ー

制御方式

火
気
使
用
室

24

付属品・
特殊仕様

防
振

付
属
ス
イ
ッ
チ
・
リ
モ
コ
ン

台
数

設
置
位
置

設置場所（系統） 備考樹
脂

鋼
板

ス
テ
ン
レ
ス

発
停
方
式

工
事
区
分

時
間
換
気

φ・# m3/h Pa φ V kW

HEU- C1-1 全熱交換ユニット カセット形 φ200 430 90 1 100 0.19 F 機械 ● 化粧パネル、他標準付属品一式 ● 2 2 IN センター棟 １階　ホテルラウンジ 強ノッチ運転、CO2センサ付

HEU- C1-2 全熱交換ユニット カセット形 φ150 100 70 1 100 0.04 F 機械 ● 化粧パネル、他標準付属品一式 ● 1 1 IN センター棟 １階　スタッフルーム 強ノッチ運転

HEU- C2-1～4 全熱交換ユニット 天吊埋込形（透湿膜製） φ150 100 100 1 100 0.02 C 機械 ● 標準付属品一式 ● 4 4 IN センター棟 ２階　客室１～４ 強ノッチ運転

HEU- C2-5 全熱交換ユニット 天吊埋込形（透湿膜製） φ150 200 130 1 100 C 機械 ● 標準付属品一式 ● 1 1 IN センター棟 ２階　客室５ 強ノッチ運転

HEU- C2-6 全熱交換ユニット カセット形 φ200 400 100 1 100 0.19 C 機械 ● 化粧パネル、他標準付属品一式 ● 1 1 IN センター棟 ２階　廊下３ 強ノッチ運転

HEU- C3-1～4 全熱交換ユニット 天吊埋込形（透湿膜製） φ150 100 100 1 100 0.02 C 機械 ● 標準付属品一式 ● 4 4 IN センター棟 ３階　客室６～９ 強ノッチ運転

HEU- C3-5 全熱交換ユニット 天吊埋込形（透湿膜製） φ150 200 110 1 100 0.08 C 機械 ● 標準付属品一式 ● 1 1 IN センター棟 ３階　客室10 強ノッチ運転

HEU- C3-6 全熱交換ユニット カセット形 φ100 300 100 1 100 0.14 C 機械 ● 化粧パネル、他標準付属品一式 ● 1 1 IN センター棟 ３階　廊下６ 強ノッチ運転

HEU- H1-1 全熱交換ユニット 天井隠蔽形 φ150 600 110 1 100 0.36 F 機械 ● 標準付属品一式 ● 1 1 IN ホール棟 １階　待合ラウンジ

HEU- H2-1 全熱交換ユニット カセット形 φ150 90 1 100 F 機械 ● 化粧パネル、他標準付属品一式 ● 1 1 IN ホール棟 ２階　学習室 強ノッチ運転

HEU- H2-2 全熱交換ユニット カセット形 200 90 1 F 機械 ● 化粧パネル、他標準付属品一式 ● 1 1 IN ホール棟 ２階　貸会議室 強ノッチ運転

FE - C1-1 排風機 消音形ストレートシロッコファン（厨房用） ● #1 1/2 1,200 140 1 100 0.24 R 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 １階　厨房 強ノッチ運転、外気処理エアコンOEHP-C1-1aと連動

FE - C1-2 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 150 130 1 100 0.02 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 １階　男子WC・SK 強ノッチ運転

FE - C1-3 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 100 130 1 100 0.02 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 １階　多目的WC 強ノッチ運転

FE - C1-4 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 1/4 250 130 1 100 0.04 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 １階　女子WC1・2 強ノッチ運転

FE - C1-5 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 100 130 1 100 0.02 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 １階　設備室1 強ノッチ運転

FE - H1-1 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 1/2 2,000 280 3 200 0.43 R 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　設備室2（ホール） 強ノッチ運転、外気処理エアコンOEHP-H1-1aと連動

FE - H1-2 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 1/2 2,000 110 3 200 0.43 R 電気 標準付属品一式 ● - 1 OUT ホール棟 １階　廊下（ホール） 強ノッチ運転、外気処理エアコンOEHP-H1-2aと連動

FE - H1-3 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 1/4 450 110 1 100 0.06 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　公衆男子WC 強ノッチ運転

FE - H1-4 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 1/4 450 130 1 100 0.06 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　公衆女子WC 強ノッチ運転

FE - H1-5 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 1/4 450 140 1 100 0.06 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　空調機置場 強ノッチ運転

FE - H1-6 排風機 消音形ストレートシロッコファン ● #1 1/4 250 140 1 100 0.04 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　倉庫3 強ノッチ運転

FV - C1-1 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 100 70 1 100 0.02 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 １階　バックヤード1 強ノッチ運転

FV - C1-2 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ150 200 70 1 100 0.03 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 １階　ゴミ置き場 強ノッチ運転

FV - C1-3 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 100 70 1 100 0.02 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 １階　女性スタッフ用更衣室 強ノッチ運転

FV - C1-4 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 100 80 1 100 0.02 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 １階　倉庫1 強ノッチ運転

FV - C2-1 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 100 70 1 100 0.02 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 ２階　リネン室1 強ノッチ運転

FV - C2-2 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ150 150 70 1 100 0.03 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 ２階　ランドリースペース 強ノッチ運転

FV - C2-3 換気扇 レンジフードファン φ100 200 100 1 100 0.10 b 機械 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 ２階　客室５ 強ノッチ運転

FV - C3-1 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 100 70 1 100 0.02 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 ３階　リネン室2 強ノッチ運転

FV - C3-2 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 50 70 1 100 0.01 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 ３階　ベンダースペース 強ノッチ運転

FV - C3-3 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ150 150 70 1 100 0.03 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN センター棟 ３階　倉庫2 強ノッチ運転

FV - H1-1 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 50 70 1 100 0.01 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　倉庫5 強ノッチ運転

FV - H1-2 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 250 80 1 100 0.03 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　倉庫4 強ノッチ運転

FV - H1-3 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 100 80 1 100 0.02 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　授乳室 強ノッチ運転

FV - H1-4 換気扇 天井扇（低騒音型） ● φ100 150 70 1 100 0.03 S 電気 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　多機能WC 強ノッチ運転

FV - H1-5 換気扇 レンジフードファン φ100 200 100 1 100 0.10 b 機械 標準付属品一式 ● - 1 IN ホール棟 １階　待合ラウンジ（キッチン） 強ノッチ運転

【注記】 1．公共建築仕様とする。  8．設置位置：　　IN：屋内設置　OUT：屋外設置

2．機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。  9．付属スイッチ・リモコンの欄に数量の記載があるものは、制御方式に即した機器を付属とする。

3．電動機出力、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。 10．3φ200V の片吸込シロッコファンは JIS C 4212 もしくは 4213 に基づく高効率モーターを採用する。

4．電源周波数は 50 Hzとする。 11．換気電動機出力の試験方法は JIS B 8330 による。

5．起動方式は特記なき限り、7.5 kW以下：直入起動・ 11 kW以上：スターデルタ起動とする。 12．全熱交換ユニットの全熱交換効率は JIS B 8628 に基づく。全熱交換ユニットは全熱交換効率 60％ とする。

6．電動機の保護方法は、室内は防滴防護型で屋外は全閉防沫型とする。 13．全熱交換ユニットは、自動換気切替機能付とする。

7．防振方法 14．発停方法： ・A -中央監視　・B -手元スイッチ　・b -手元スイッチ（強・弱）　・C -24時間換気スイッチ（強・弱）　・D -遅延スイッチ　・E -サーモスタット　

※ ストレートシロッコファン、全熱交換ユニット、天井扇はゴム防振とする。 　　　　　　　　  　 ・F -マイコンタイプリモコン（微弱風量運転対応）　・H -ヒューミディスタット　・R -連動　・S -照明連動＋遅延連続タイマー＋自動・手動切替スイッチ

※ 両・片吸込送風機は以下の通りとする。

　　　　#3 以上のファンはスプリング防振

　　　　#2 1/2 以下のファンはゴム防振

　　　　#2 以上の天吊ファンは耐震鋼材付　とする。

　　　　　　　　  　 ・T -24時間タイマー付スイッチ　

換気設備 機器表

15．天井換気扇は、DCファンモーターとする。

FV - C2-4 換気扇 有圧扇（低騒音形） 30cm b 機械
取付用チャンバBox(フィルター枠付)、
電動シャッター、他標準付属品一式

● IN 強ノッチ運転、排気用70 1 100 0.06 - 1 センター棟 ２階　喫煙室1,200 

強ノッチ運転、CO2センサ付

0.08 

100 0.08 φ150

200 0.08 
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階 室　　名 機器番号

吹　　　出　　　口

機器番号

吸　　　込　　　口

備　　考
種別 形式

サイズ 風量
個数

総風量 ボックスサイズ
種別 形式

サイズ 風量
個数

総風量 ボックスサイズ

W x D m3/h m3/h W x D x H W x D m3/h m3/h W x D x H

1 厨房 OEHP-C1-1a SOA パン型アネモ 1,080 1 1,080 500 x 500 x 400 ○

廊下1 HEU-C1-1 EA BL-D 430 2 860 1700 x 300 x 350 ○

男子WC FE-C1-2 EA HS 150 x 150 100 1 100 300 x 300 x 300

SK FE-C1-2 EA HS 150 x 150 50 1 50 300 x 300 x 250

多機能WC FE-C1-3 EA HS 150 x 150 100 1 100 300 x 300 x 300

女子WC1 FE-C1-4 EA HS 200 x 200 150 1 150 350 x 350 x 300

女子WC2 FE-C1-4 EA HS 150 x 150 100 1 100 300 x 300 x 300

設備室1 FE-C1-5 EA HS 150 x 150 100 1 100 300 x 300 x 300

2 客室1～4 EHP-C2-1a～d・HEU-C2-1～4 SA VHS 700 x 250 670 1×4 670 850 x 400 x 300 ○ 壁付

客室1～4（シャワーブース） HEU-C2-1～4 EA HS 150 x 150 50 1×4 50 300 x 300 x 250

客室1～4（WC） HEU-C2-1～4 EA HS 150 x 150 50 50 300 x 300 x 250

客室5 HEU-C2-5

客室5（UB） EA HS 150 x 150 50 1 50 300 x 300 x 250

客室5（WC） EA HS 150 x 150 50 1 50 300 x 300 x 250

HEU-C2-6 EA BL-D 1500L 400 1 400 1700 x 300 x 350 ○

3 客室6～9 EHP-C3-1a～d・HEU-C3-1～4 SA VHS 700 x 250 670 670 850 x 400 x 300 ○ 壁付

客室6～9（シャワーブース） HEU-C2-1～4 EA HS 150 x 150 50 50 300 x 300 x 250

客室6～9（WC） HEU-C2-1～4 EA HS 150 x 150 50 50 300 x 300 x 250

客室10 HEU-C3-5 SA BL-D 200 1 200 1200 x 300 x 300 ○

客室10（シャワーブース） HEU-C3-5 EA HS 150 x 150 50 1 50 300 x 300 x 250

客室10（WC） HEU-C3-5 EA HS 150 x 150 50 1 50 300 x 300 x 250

客室10（クローク） HEU-C3-5 EA HS 150 x 150 50 1 50 300 x 300 x 250

HEU-C3-6 EA BL-D 300 1 300 1700 x 300 x 350

1 待合ラウンジ EHP-H1-3a SA VHS 1200 x 300 1,860 2 3,720 1350 x 450 x 300 ○ 壁付

HEU-H1-1 SA VHS 300 x 300 300 2 600 450 x 450 x 300 ○ 壁付 HEU-H1-1 RA HS 500 x 250 500 1 500 650 x 400 x 300 壁付

バックヤード HEU-H1-1 RA HS 150 x 150 100 1 100 300 x 300 x 300

ホール OEHP-C1-1a,2a, EHP-H1-1a SA ノズル 1,013 8 8,100 EHP-H1-1a RA スリット 2600 x 250 6,000 1 6,000 建築工事

FE-H1-2 EA HS 500 x 850 2,000 1 2,000 650 x 1000 x 500

EHP-H1-2a SA C2 #25 405 4 1,620 500 x 500 x 350 ○ EHP-H1-2a RA HS 1200 x 300 1,620 1 1,620 機器背面

EHP-H1-2b SA C2 #25 405 4 1,620 500 x 500 x 350 ○ EHP-H1-2b RA HS 1200 x 300 1,620 1 1,620 機器背面

公衆男子WC FE-H1-3 EA HS 150 x 150 113 4 450 300 x 300 x 300

公衆女子WC FE-H1-4 EA HS 150 x 150 90 5 450 300 x 300 x 300

空調機置場 FE-H1-5 EA HS 300 x 300 450 1 450 450 x 450 x 350

倉庫3 FE-H1-6 EA HS 250 x 250 250 1 250 400 x 400 x 350

制気口リスト

内貼
GW25t

内貼
GW25t

　　備　　考
（結露防止型は

　　　　断熱材仕様とする）

階 ガラリ番号 種別 エリア

合計風量 面風速 開口率　 必要面積 ガラリサイズ 実面風速 チャンバーサイズ 保温

数量 備考
[CMH] [m/s] [-] [m2] W × H [m/s] W × D × H

1 OAG- C1-1 OA 厨房 1080 3.0 0.3 0.33 1500 × 250 2.67 1600 × 500 × 450 ○ 1 中仕切×1

1 EAG- C1-1 EA 厨房 1200 3.0 0.3 0.37 1800 × 200 3.09 1900 × 500 × 300 ○ 1 中仕切×1

1 EAG- C1-2 EA WC 500 3.0 0.3 0.15 550 × 200 4.21 1000 × 300 × 350 ○ 1

1 EAG- C1-3 EA 倉庫 100 3.0 0.3 0.03 300 × 300 1.03 400 × 300 × 400 ○ 1

2 OA ランドリースペース 1200 3.0 0.8 0.14 500 × 500 1.67 800 × 400 × 1000 ○ 1

1 OAG- H1-1 OA 待合ラウンジ 600 3.0 0.3 0.17 650 × 450 1.90 750 × 500 × 550 ○ 1

1 EAG- H1-1 EA 600 3.0 0.3 ○ 1

階 種別 機器番号

チャンバーサイズ 保温

数量 備考
W × D × H

1 SOA OEHP-C1-1a 1200 × 500 × 450 ○ 1

1 OA OEHP-C1-1a 1200 × 500 × 450 ○ 1

1 SA EHP-H1-1a 1600 × 500 × 500 ○ 1

1 OA OEHP-H1-1a 300 × 400 × 600 ○ 1

1 OA OEHP-H1-2a 300 × 400 × 600 ○ 1

1 SA OEHP-H1-1a 1200 × 500 × 500 ○ 1

1 SA OEHP-H1-2a 1200 × 500 × 500 ○ 1

2 SA EHP-H1-2a,b 1400 × 500 × 400 ○ 2

2 RA EHP-H1-2a,b 1400 × 500 × 400 ○ 2

無
外貼
GW25t

センター棟

ホール棟

センター棟

ホール棟

無
内貼
GW25t

センター棟

ホール棟

ガラリチャンバーリスト エアコンチャンバーリスト

SA BL-D 1000L 200 1 200 1200 x 300 x 300 ○

- OA 1,200ランドリースペース 11,200VHS 700 x 300

壁付

#12 風量調整機構付

待合ラウンジ

待合ラウンジ

1500L

1000L

1500L

RA HS 550 x 250 570 1×4 570

RA HS 550 x 250 570 1×4 570EHP-C2-1a～d

EHP-C3-1a～d

パス GHパス 200 x 200 100 1 100 350 x 350 x 300

パス GHパス 200 x 200 100 1 100 350 x 350 x 300

廊下1（管理エリア）

廊下2

廊下5

#30

0.17 650 × 450 1.90 750 × 500 × 550

1 EA FE-H1-1 750 × 450 × 700 ○ 1

1 RA EHP-H1-1a 450 × 450 × 700 ○ 1

1 RA EHP-H1-1a 700 × 450 × 700 ○ 1

ウェザーカバー-

1×4

1×4

1×4

1×4

FE-C1-1 HS 150 x 150 60 1 60 300 x 300 x 250

・ ガラリは別途建築工事、ガラリチャンバーは本工事とする。

・ ガラリチャンバーには点検口（300×300）を設けること。

・ ガラリチャンバーは、外邪に向けて水勾郤を確保すること。



EHP

C2-2a × 3

EHP

C3-2a × 3

EM-CEES 2.0-3C

連絡配線

連絡配線

EM-CEES 1.25-2C

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖切替）（参考）

記号 ガス管液管 連絡配線

9.5φ

22.2φ9.5φ

あ

い EM-CEES 1.25-2C

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖同時）（参考）

高圧ガス管

12.7φ

15.9φ

15.9φ

12.7φ6.4φ

15.9φ9.5φ

記号 ガス管液管

b

a

c

9.5φ6.4φ

12.7φ6.4φ

15.9φ9.5φ

9.5φ 19.1φ

記号 ガス管液管

A

B

C

D 9.5φ 22.2φ

E 12.7φ 19.1φ

う

6.4φ 12.7φ

冷媒管サイズ（店舗オフィス用エアコン）（参考）

・ 冷媒管サイズは、メーカー標準とする。

・ 　　　　　は、冷媒管の区画貫通処理を示す。

〈注記〉

  ・ ※１は、シャワーブースの排水トラップからの立上げ管に接続とする。

　・　　　　　 は、冷暖切替ユニットを示す。（冷媒用遮断弁兼用）

・　　　　　 は、冷媒用遮断弁を示す。
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冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖切替）（参考）
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冷媒管サイズ（店舗オフィス用エアコン）（参考）

EM-CEES 1.25-2C

12.7φ 22.2φ

・ 冷媒管サイズは、メーカー標準とする。

・ 　　　　　は、冷媒管の区画貫通処理を示す。

〈注記〉

・　　　　　 は、冷媒用遮断弁を示す。
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センター棟 １階配管平面図

1/50
1/100

（改修）
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EM-CEES 2.0-3C

連絡配線

連絡配線

EM-CEES 1.25-2C

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖切替）（参考）

記号 ガス管液管 連絡配線

9.5φ

22.2φ9.5φ

あ

い EM-CEES 1.25-2C

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖同時）（参考）

高圧ガス管

12.7φ

15.9φ
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12.7φ6.4φ

15.9φ9.5φ

記号 ガス管液管
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15.9φ9.5φ
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冷媒管サイズ（店舗オフィス用エアコン）（参考）

・　　　　　 は、防火区画（竪穴区画）を示す。

・　　　　　 は、防火上主要な間仕切壁（令114条区画）を示す。

・ 特記なきドレン管は、25Aとする。

・ 冷媒管サイズは、メーカー標準とする。

・ 　　　　　は、冷媒管の区画貫通処理を示す。

・　　　　　 は、冷媒用遮断弁を示す。
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センター棟 ２階配管平面図
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EM-CEES 2.0-3C

連絡配線

連絡配線

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖切替）（参考）

記号 ガス管液管 連絡配線

9.5φ

22.2φ9.5φ

あ

い EM-CEES 1.25-2C

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖同時）（参考）

高圧ガス管

12.7φ

15.9φ
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12.7φ6.4φ

15.9φ9.5φ

記号 ガス管液管
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冷媒管サイズ（店舗オフィス用エアコン）（参考）

EM-CEES 1.25-2C

一次鋼材（建築工事）

▽2FL

屋外機廻り要領図　　　　NO SCALE
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数量
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二次鋼材リスト
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(溶融亜鉛メッキ仕上)
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H

W

コンクリート基礎
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冷媒配管架台参考図　NO SCALE
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・　　　　　 は、防火区画（竪穴区画）を示す。

・　　　　　 は、防火上主要な間仕切壁（令114条区画）を示す。

・　　　　　 は、冷暖切替ユニットを示す。

・ 特記なきドレン管は、25Aとする。

・ ※１以降は、シャワーブースのトラップに接続とする。

コンクリート基礎

150×150×150H

ゴムシート

（冷媒管＋制御線）

数量(箇所)
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冷媒化粧カバー（歩路仕様）450W×250H
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※図中の
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高耐食鋼板

〔 備　考 〕

◎ 部は、冷媒用保護カバー架台基礎部を示す。
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冷媒化粧カバー架台基礎参考図　NO SCALE
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・ 　　　　　は、冷媒管の区画貫通処理を示す。
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センター棟 ３階配管平面図
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（改修）

EM-CEES 2.0-3C

連絡配線

連絡配線

EM-CEES 1.25-2C

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖切替）（参考）

記号 ガス管液管 連絡配線

9.5φ

22.2φ9.5φ

あ

い EM-CEES 1.25-2C

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖同時）（参考）

高圧ガス管

12.7φ

15.9φ
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12.7φ6.4φ

15.9φ9.5φ

記号 ガス管液管
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冷媒管サイズ（店舗オフィス用エアコン）（参考）

・　　　　　 は、防火区画（竪穴区画）を示す。

・　　　　　 は、防火上主要な間仕切壁（令114条区画）を示す。

・　　　　　 は、冷暖切替ユニットを示す。

・ 特記なきドレン管は、25Aとする。

・ ※１以降は、シャワーブースのトラップに接続とする。

・ 冷媒管サイズは、メーカー標準とする。

・ 　　　　　は、冷媒管の区画貫通処理を示す。
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ホール棟 １階配管平面図
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（改修）

EM-CEES 2.0-3C

連絡配線

連絡配線

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖切替）（参考）

12.7φ6.4φ

15.9φ9.5φ
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冷媒管サイズ（店舗オフィス用エアコン）（参考）

EM-CEES 1.25-2C

屋外機廻り要領図　　NO SCALE

  ,  ,50

12.7φ 22.2φ

コンクリート基礎

150×150×150H

ゴムシート

（冷媒管＋制御線）

数量(箇所)

10150×150×150H
冷媒化粧カバー（歩路仕様）450W×250H

冷媒化粧カバー専用架台

※図中の

コンクリート基礎

高耐食鋼板

〔 備　考 〕

◎ 部は、冷媒用保護カバー架台基礎部を示す。
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(※架台間隔1ｍ以内)
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冷媒化粧カバー架台基礎参考図　NO SCALE

・ 冷媒管サイズは、メーカー標準とする。

・ 　　　　　は、冷媒管の区画貫通処理を示す。

・　　　　　 は、延焼のおそれのある部分を示す。

・ 特記なきドレン管は、25Aとする。

・　　　　　 は、冷媒用遮断弁を示す。
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〈注記〉

 D
 

機械式トラップ

（FL+1500）

◎

吸排気弁20A

既設雨水桝に接続

冷媒管

冷媒用化粧カバー

高耐食鋼板製防振架台
(歩路用)450W×250H

ベタ基礎（建築工事）

20

◎

◎

◎

 R
 

 R
 

 D
 

◎

冷媒用化粧カバー

 R
 

機械式トラップ

 D
 

（GV20共）

加湿給水管

 -
 

減圧式逆流防止装置

 R 

 R
 

 R
 

 R
  R
 

 R
  R
 

 R
 

 R 

 R 

 R
 

 R 

20

 R 
 R 

 R
 

 R
 

 R 
 R 

  ,  ,  E E D

  ,  ,  ,  ,  BD E E D

間接排水口100×50

50(床上)

50(ピット内)

水抜栓

 -
 

 -  -
 

 - 
 -

 



A1:
A3:

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-12空気調和設備

ホール棟 ２階配管平面図

1/50
1/100

（改修）

EM-CEES 2.0-3C

連絡配線

連絡配線

冷媒管サイズ　（ビル用マルチエアコン冷暖切替）（参考）

12.7φ6.4φ

15.9φ9.5φ

記号 ガス管液管

b
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c

9.5φ6.4φ

12.7φ6.4φ

15.9φ9.5φ

9.5φ 19.1φ

記号 ガス管液管
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B

C

D 9.5φ 22.2φ

E

冷媒管サイズ（店舗オフィス用エアコン）（参考）

EM-CEES 1.25-2C

12.7φ 22.2φ
・　　　　　 は、延焼のおそれのある部分を示す。

・ 特記なきドレン管は、25Aとする。

・　　　　　 は、冷媒用遮断弁を示す。
・ 冷媒管サイズは、メーカー標準とする。

・ 　　　　　は、冷媒管の区画貫通処理を示す。
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FIX

㎡

FE

C1-1

厨房排気フードリスト

厨房排気フードリスト 換気回数（20回/h）による換気量： 1,070 m3/h

記

号

天蓋フード寸法 フード

面積

フード邪面

風速による

換気量

建築基準法

による

換気量

設計

換気量

付属品（○印：該当）

Ｗ Ｄ Ｈ グリス

フィルター

ハイ

ガード

フード内

照明㎜ ㎜ ㎜ m2 m3/h m3/h m3/h

A - - -

B - - -

フード排気風量の合計

厨房排気フードはステンレス製とし、板厚 1.0 mm 以上とする。 グリスフィルタはオイルカップ付とする。

厨房排気フードは　・　在来型　・　給排気一体型　・　高効率給排気型とする。 グリスフィルタは低圧損型（40Pa以下）とする。

400 400 0.2 180 180 180

1,100 800 0.9 960 - 960

1,140 180 1,140

厨房排気フード（在来型）取付参考図　NO SCALE

H1
1,
00
0以

下
H3

H 火煙

H2

B

A

○ ○

○

○

600

700

・　　　　　 は、防火区画（竪穴区画）を示す。

・　　　　　 は、防火上主要な間仕切壁（令114条区画）を示す。

8
00

1
,0

00
7
00

厨房排気ダクト要領図（A-A'） （A1: 1/50）
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J'

・　　　　　 は、防火区画（竪穴区画）を示す。

・　　　　　 は、防火上主要な間仕切壁（令114条区画）を示す。

ランドリールーム・喫煙室 ダクト断面要領図 （No Scale）

（A1: 1/50）ランドリースペース　下部平面図
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・　　　　　 は、防火区画（竪穴区画）を示す。

・　　　　　 は、防火上主要な間仕切壁（令114条区画）を示す。
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・　　　　　 は、延焼のおそれのある部分を示す。
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・　　　　　 は、延焼のおそれのある部分を示す。

既設給気ガラリチャンバー（上部）

既設排気ガラリチャンバー（上部）
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計装図（１）
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1 ビル用マルチエアコン配線工事

他の系統へ

EHP

〈注記〉１．電源供給工事は電気設備工事とする。

　　　　２．屋内機～屋外機間信号線は、冷媒管共巻工事（空調設備工事）とする。

冷媒管共巻工事（空調設備工事）

2 店舗用エアコン配線工事

ACP

冷媒管共巻工事（空調設備工事）

他の系統へ

ACP ACP
（親機） （子機）

接続アダプタ
（付属品）

〈注記〉１．電源供給工事は電気設備工事とする。

　　　　２．屋内機～屋外機間信号線は、冷媒管共巻工事（空調設備工事）とする。

集中コントローラ RS
（装置付属品）

RS
（装置付属品）

接続アダプタ
（付属品）

冷媒管共巻工事（空調設備工事）
HEUHEU HEU

HS
（装置付属品）

〈注記〉１．電源供給工事は電気設備工事とする。

3 全熱交換ユニット配線工事

（付属品）
冷媒用遮断弁

EM-CEES 2□ -　2C

（制御項目）

　１．冷媒遮断制御（ＥＨＰ本体機能）

　　　冷媒漏洩時、屋内機標準搭載の冷媒漏洩検知器により冷媒用遮断弁

　　　にて冷媒の流入を遮断する。

　　　また、付属のリモコンにて冷媒漏洩のアラーム音を鳴らす。

4 冷媒漏洩検知警報工事

EHP屋内機

（装置付属品）
RS

冷媒管共巻工事（空調設備工事）

〈注記〉１．屋内機～冷媒用遮断弁までの配線は、冷媒管共巻工事（空調設備工事）とする。

　　　　２．冷媒用遮断弁は機器付属品とする。

　　　　３．対象機種は機器表参照とする。

5

屋内機

EHP

屋内機

EHP

屋内機

EHP

屋外機

EHP

屋外機 ACP

屋外機

ACP

屋外機

ビル用マルチエアコン（外気処理エアコン）配線工事

RS

集中リモコン配線

OEHP

（装置付属品）

屋内機

OEHP

屋外機

OEHP

屋外機

屋内機

OEHP

RS
（装置付属品）

ＣＯ２センサー

ＣＯ２濃度 Ｉ／Ｏ

＜制御内容＞

・ＣＯ２濃度の計測値に応じて外気処理エアコンの台数制御を行う。

・また、外気処理エアコンは集中コントローラーのスケジュール設定にて、

　交互運転を行うものとする。

※１：外気処理エアコン ２台目 ＯＦＦ

※２：外気処理エアコン ２台目 ＯＮ

※２

※１

800ppm 900ppm

CRC-1
集中コントローラ

CRC-1

集中コントローラ
CRC-1

RS
（装置付属品）

RS
（装置付属品）

RS
（装置付属品）

HS
（装置付属品）

HS
（装置付属品）

RS485出力

OEHP

H1-1a

OEHP

H1-2a

OEHP

H1-1

OEHP

H1-2
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計装図（２）

-
-

（改修）

7 受水槽制御 配線工事 8 ガス湯沸器リモコン配線工事

WHG

GSW

（配線付属品）

機器凡例

（注記）１．遮断弁及び遮断弁制御盤は衛生設備工事とする。

ポンプ
加圧給水

ユニット

一括警報
（電気工事）

制御項目

１．水位監視（加圧給水ポンプユニット機側盤機能）

　　水位異常時、警報を出力する。（上限／下限）

２．ポンプユニット空転防止制御（加圧給水ポンプユニット機側盤機能）

３．槽切替は加圧給水ポンプユニットの制御盤で操作を行う。

（電気工事）

遮断弁 遮断弁

遮断弁制御盤

　　槽内水位低下時、ポンプユニットの空転防止を行う。

　電気工事）
（電源供給は

配　管

　屋　外
シンボル 記　号 配　線

　屋　内

GSW EM-CEES 1.25□　　　　-　2C 　¶　1 （PF22）隠蔽部、 露出部（E25） （G22）

5P 5P

EHP・OEHP・ACP 凡例

ＲＳ

－ ａ －

ＨＳ

ａ

配　管

　屋　外

機器凡例

シンボル 記　号 配　線
　屋　内

・　天井内はケーブルコロガシとし、スイッチ類及び盤への立下りは配管を使用する。

〈特記〉

露出配管

プルボックス
（ＷＰは防水仕様）（ＷＰ）

平面図記号 内　容

RS EM-CEES 2□　　　　-　2C 　¶　1 （PF22）

HS

（集中コントローラ）

天井内ケーブル配線

隠蔽部、 露出部

－ b －

　EM-CEE 2□　－　6C 　¶　1 （コロガシ） HS　EM-CEES 2□　－　2C 　¶　1 （コロガシ） RS

HEU 凡例

b

CRC

EM-CEE   2□　　  　-　6C

EM-CEES 2□　　　　-　2C

　¶　1

　¶　1

（E25）

（PF28）隠蔽部、 露出部（E31）

（PF22）隠蔽部、 露出部（E25）

（G22）

（G28）

（G22）

記号凡例

ＡＣＰ・ＥＨＰ凡例

－Ａ－

（コロガシ）　×　１

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ （Ｇ２２）　×　１ 空調監視幹線

空調監視幹線　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ

－Ｂ－

Ｂ Ｂ

ＲＳ

屋内機

Ａ ＡＡ

屋外機 屋外機 屋外機

Ａ

ＲＳ

屋外機

Ａ

Ｂ Ｂ

ＲＳ

Ｂ

屋内機屋内機

(EHP) (EHP) (EHP) (EHP)

(ACP) (ACP) (ACP)

6 凡例、配線・配管サイズ表

CO2 EM-CEE   2□　　  　-　4C 　¶　1

（CO2センサー）

（PF22）隠蔽部、 露出部（E25） （G22）

－Ｃ－

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ （Ｇ２８）　×　１ 空調監視幹線

　ＥＭ－ＣＥＥ２ロ　　　　　－　４Ｃ （　↑　）　×　１ ＣＯ２センサー

－Ｄ－

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ （コロガシ）　×　１ 空調監視幹線

　ＥＭ－ＣＥＥ２ロ　　　　　－　４Ｃ （　 ↑   ）　×　１ ＣＯ２センサー

・　防火区画及び防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、国土交通大臣認定工法による

　　区画貫通処理を行うこと。
区画貫通処理

集中リモコン
　　CRC-1
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センター棟 １階平面図
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（改修）

FIX

㎡

・　　　　　 は、防火区画（竪穴区画）を示す。

・　　　　　 は、防火上主要な間仕切壁（令114条区画）を示す。

－Ａ－　　　　　　　　　　

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　　－　２Ｃ　×　２　（ＰＦ２８） 空調監視幹線×２

　ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ　　－　２Ｃ　×　１　（　↑　） ガス給湯器リモコン配線

－Ｃ－

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ （Ｇ２８）　×　１ 空調監視幹線

　ＥＭ－ＣＥＥ２ロ　　　　　－　４Ｃ （　↑　）　×　１ ＣＯ２センサー

－Ｄ－

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ （コロガシ）　×　１ 空調監視幹線

　ＥＭ－ＣＥＥ２ロ　　　　　－　４Ｃ （　 ↑   ）　×　１ ＣＯ２センサー

ACP

C1-1a

ACP

C1-2a

ACP

C1-3a

ACP

C1-4a

EHP

C1-1a × 5

OEHP

C1-1a

〈注記〉

HEU

C1-2

HEU

C1-1

HEU

C1-1

HS×2
RS×5

RS×2

HS
RS

RS

RS

CRC-1

WHG

1

GSW

GSW

以降、自動制御 平面図（M-25）参照

A

計装図（M-21）参照

TW

1
PU

1

D

C

C

D

D
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センター棟 ２階平面図
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（改修）

J'

EHP

C2-2a × 3

WHG

2

PHW

1

・　　　　　 は、防火区画（竪穴区画）を示す。

・　　　　　 は、防火上主要な間仕切壁（令114条区画）を示す。

－Ａ－　　　　　　　　　　

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ 　×　２　（ＰＦ２８） 空調監視幹線×２

　ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ　　－　２Ｃ　×　１　（　↑　） ガス給湯器リモコン配線

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ 　×　２　（Ｇ２２） 空調監視幹線×２

－Ｂ－　　　　　　　　　　

HEU

C2-1

HEU

C2-2

HEU

C2-3

HEU

C2-4

HEU

C2-5

EHP

C2-1b

EHP

C2-1a

EHP

C2-1c

EHP

C2-1d

EHP

C2-1e

HEU

C2-6

HS
RS

RS
HS

RS HS

RS
HS

RSHS

RS×3 HS

A

EHP

C2-1

EHP

C1-1

EHP

C3-1

ACP

C1-1
ACP

C1-4

EHP

C2-2

EHP

C3-2

OEHP

C1-1

ACP

C1-2

ACP

C1-3

※２段積み

〈注記〉

(WP)

A

B

B
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センター棟 ３階平面図
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（改修）

・　　　　　 は、防火区画（竪穴区画）を示す。

・　　　　　 は、防火上主要な間仕切壁（令114条区画）を示す。

HEU

C3-1

EHP

C3-1a

HEU

C3-2

EHP

C3-1b

HEU

C3-3

EHP

C3-1c

HEU

C3-4

EHP

C3-1d

HEU

C3-5

EHP

C3-1e

EHP

C3-2a × 3

HEU

C3-6

HS
RS

RS HSRS HSRS HSRS HS

RS×3 HS

〈注記〉



A1:
A3:

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-25自動制御設備

ホール棟 １階平面図

1/50
1/100

（改修）

・　　　　　 は、延焼のおそれのある部分を示す。

・　　　　　 は、冷媒用遮断弁を示す。

－Ａ－

（コロガシ）　×　１

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ （Ｇ２２）　×　１ 空調監視幹線

空調監視幹線　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ

－Ｂ－

－Ｃ－

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ （Ｇ２８）　×　１ 空調監視幹線

　ＥＭ－ＣＥＥ２ロ　　　　　－　４Ｃ （　↑　）　×　１ ＣＯ２センサー

－Ｄ－

　ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ロ　　－　２Ｃ （コロガシ）　×　１ 空調監視幹線

　ＥＭ－ＣＥＥ２ロ　　　　　－　４Ｃ （　 ↑   ）　×　１ ＣＯ２センサー

(WP)

EHP

H1-3a × 2

OEHP

H1-1a

EHP

H1-1a

ACP

H1-1a

ACP

H1-1

EHP

H1-1

EHP

H1-3

EHP

H1-2

OEHP

H1-1

OEHP

H1-2

EHP

H2-1

OEHP

H1-2a

HEU

H1-1

RS×2

HS

RS×2

RS

RS

以降、自動制御 平面図（M-22）参照

〈注記〉

CO2
（RAダクト内設置）

D

A

B

D
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ホール棟 ２階平面図

1/50
1/100

（改修）

・　　　　　 は、延焼のおそれのある部分を示す。

・　　　　　 は、冷媒用遮断弁を示す。

EHP

H2-1b

EHP

H1-2b

EHP

H1-2a

HEU

H2-2

RS
HS

RS
HS

RS×2

〈注記〉

HEU

H2-1

EHP

H2-1a
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機器表・器具表

-
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（改修）

衛生機器表

衛生器具表

機器番号 名称 機器仕様

電 気 特 性
イ
ン
バ
ー
タ
ー

非
常
電
源

付属品
・

特殊仕様

台
数

設置場所

φ V kW

機器番号 名称 機器仕様

電 気 特 性 非
常
電
源

付属品
・

特殊仕様

台
数

設置場所

1．　公共建築仕様とする。

7．  防振装置はスプリング防振とする。

2．　機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

8．  付属品はメーカー標準品とする。

3．　電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

9． 軸封はメカニカルシールとする。

4．　電源周波数は 50 Hzとする。また、モーター極数は原則として４Ｐ以上とする。

10． ポンプのコンクリート基礎は建築工事とする。

5．　起動方式は特記なき限り7.5kW以下直入起動、11.0kW以上は、スターデルタ起動とする。

11． ポンプのインバーター本体はポンプと同数とし、盤は電気工事とする。

6．　電動機の保護方法は、室内は防滴保護型で、屋外は全閉防沫型とする。

〈注記〉

1. 各衛生器具は標準付属品を含むものとする。
2. 貯湯式電気温水器の消費電力は、JIS C 9219に規定された試験方法による。
3. 貯湯式電気温水器は国土交通省告示第1447号による転倒防止対策を講じること。
4. 消費電力は、原則として表示された数値以下とする。

TW-1 受水タンク 型　式 ： SUS製複合板パネル組立式（中仕切付） - - - - - SUS製平架台、SUS製梯子（内外）、 1 センター棟 外構

耐　震 ： 設計用水平震度1.0G（スロッシング対策品）

容　量 ： 有効 6.6 m3

点検マンホール600φ（鍵付）×2、

寸　法 ： 2.0 m×3.5 m×2.5 m(H)

緊急遮断弁40A×2（制御盤付）、

（下部ポンプ室：2.0 m×3.5 m×1 m(H)）

緊急用水栓（キー付）×2、

PU-1 加圧給水ポンプユニット 型　式 ： 推定末端圧力一定給水ユニット（2台交互運転） 3 200 1.1 ● 制御盤、 1組 （受水槽下部ポンプ室）

他標準付属品一式能　力 ：

WHG-1 ガス瞬間式湯沸器 型　式 ： 屋外壁掛形 1 100 0.3 配管カバー、排気カバー、 1 センター棟１階

（潜熱回収形） 能　力 ： 50号 リモコン、リモコンケーブル20ｍ、 厨房 外壁

ガス消費量 ： 91.9 kW（LPガス）

WHG-2 ガス瞬間式湯沸器 型　式 ： マルチ連結 1 100 0.3×4 システムコントローラー、リモコン、 センター棟２階

（潜熱回収形） 能　力 ： 200号（50号×4） マルチ架台、配管架台カバー、 屋外機置場

ガス消費量 ： 460 kW（LPガス）

その他付属品一式

1

65φ×200 L/min×35 m（ユニット能力）

マルチ配管セット、ポンプ制御ユニット、

PHW-1 給湯循環ポンプ 型　式 ： 即出湯ポンプユニット 1 100 0.2 センター棟２階

能　力 ： 10 L/min×6 m（ユニット能力） 屋外機置場

標準付属品一式 1

PD-1 雑排水ポンプ 型　式 ： 小型排水圧送ポンプ（台下設置） 1 100 0.4 1 センター棟１階

能　力 ： 25φ×12 L/min×3 m シェアラウンジ

PD-2 雑排水ポンプ 型　式 ： 1 100 0.4 1 ホール棟１階

能　力 ： 倉庫

PD-3 雑排水ポンプ 型　式 ： 1 100 0.4 1 ホール棟１階

能　力 ： 倉庫

GT-1 グリーストラップ 型　式 ： 床置（SUS製）、回収機構付、 標準付属品一式 1 センター棟１階

パイプ流入型 厨房（流し下）

許容流量 ： 30 L/min

阻集グリース質量： 10 kg

GT-2 グリーストラップ 型　式 ： 床置（SUS製）、回収機構付、 標準付属品一式 1

パイプ流入型

許容流量 ： 15 L/min

阻集グリース質量： 5 kg

満水警報装置

センター棟１階

φ V kW

イ
ン
バ
ー
タ
ー

番号 器具名
参考型番
（TOTO）

参考型番（付属品）
（TOTO）

消費電力
（1Φ100V）

合
計

センター棟 ホール棟

備考

１階 ２階 ３階 １階
屋外

男
子
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ
１

女
子
Ｗ
Ｃ
２

Ｓ
Ｋ

多
目
的
Ｗ
Ｃ

女
性
ス
タ
ッ
フ
用
更
衣
室

ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

客
室
１
～
４

客
室
５

ラ
ン
ド
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

リ
ネ
ン
室
１

客
室
６
～
９

客
室
１
０

リ
ネ
ン
室
２

公
衆
男
子
Ｗ
Ｃ

公
衆
女
子
Ｗ
Ｃ

公
衆
多
目
的
Ｗ
Ｃ

授
乳
室

倉
庫
４

待
合
ラ
ウ
ン
ジ

C-1 床置洋風大便器（専用洗浄弁式） CFS498BMCK TCF5534AU（温水洗浄便座）、タッチスイッチ（擬音装置付）、YH702（棚付二連紙巻器） 温水洗浄便座：311W 9 1 1 1 2 4

C-2 温水洗浄便座一体型大便器 CES9710C スティックリモコン、YH63B#MS （二連紙巻器）、HM969（大便器背面カバー） 温水洗浄便座：1269W 10 4 1 4 1

U-1 壁掛型小便器（低リップ式） UFS900WR 自動洗浄：1 W 1 1

U-2 床置型小便器 自動洗浄：1 W 4 4

P-1 多機能トイレパック UADAK21L1A1ADD2*B 
TCF5841AUPR（温水洗浄便座、温風乾燥付）、
ベビーチェア（YKA15S）、ベビーシート（YKA25N）、化粧鏡（YM6090A）

自動水栓：1W 、
電気温水器（洗面器）：505W
電気温水器（汚物流し）：600W、
温水洗浄座：1260W

2 1 1

SK-1 掃除用流し SK22A
T23AEQ20C（横水栓）、TK22（リムカバー）、TN114（アングル止水栓）、
T37SGEP（床排水金具）、TH403G（鎖付ゴム栓）

2 1 1

シャワーユニット JSV0812UXW5AK 9 4 4 1

ユニットバス EDV1216UXX7LN 1 1

洗面カウンター MB50R0800B フロントパネル 11 4 1 4 2L-1

洗面器（ベッセル式） LS707 TLE26SL2A（台付自動混合水栓） 自動水栓：0.6W 11 4 1 4 2

洗面カウンター MB50C0800B フロントパネル 2 1 1

L-2

洗面器（ベッセル式） LS703 REAH03B1RS26MK（自動水栓一体形電気温水器：3 L（貯湯温度：60℃）） 電気温水器：600W 2 1 1

L-3

洗面カウンター（ボウル一体形） MK50C1100V
フロントパネル、
REAH03B1RS26SK（自動水栓一体形電気温水器：3 L（貯湯温度：60℃））、自動水石鹸供給栓（TLK07S01JA）

電気温水器：600W、石鹸供給栓：4W 1 1

L-4

洗面器 MV45L0750B REAH03B1RS26SK（自動水栓一体形電気温水器：3 L（貯湯温度：60℃）） 電気温水器：600W 2 1

L-5

洗面器（壁掛ハイバック形） LSH135ADR
REAH03B1R（自動水栓一体形電気温水器：3 L（貯湯温度：60℃））、
自動水石鹸供給栓（TLK06S01JA）

電気温水器：600W、石鹸供給栓：4W 3 2

L-6

洗面器（壁掛ハイバック形） LSH125ADR
REAH03B1R（自動水栓一体形電気温水器：3 L（貯湯温度：60℃））、
自動水石鹸供給栓（TLK06S01JA）

電気温水器：600W、石鹸供給栓：4W 3 3L-8

化粧洗面台+化粧鏡 LDSAS075AAGKG1+LMAS075A1GDC1G RESK12A2R（電気温水器：12 L（貯湯温度：60℃）） 電気温水器：1100W 1 1

洗濯機パン PWSP80H2W TW11R（洗濯機用水栓） 4 2 1 1

S-1 混合水栓 REKB12A12SW35D（電気温水器：12 L（貯湯温度：60℃）） 電気温水器：1100W 1 1 流し：建築工事

S-2 散水栓 7
〈注記〉

厨房（流し下）

ホ
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ

厨
房

1

手洗器 11

外
構

7

25φ×12 L/min×3 m

25φ×12 L/min×3 m

UFS910JS

T28KUNH13 SUS製Box共

TKS05301J

LSA50BS 自動水栓：1 W

- - -

- - -

小型排水圧送ポンプ（台下設置）

小型排水圧送ポンプ（台下設置）

他 標準付属品一式

満水警報装置

他 標準付属品一式

満水警報装置

他 標準付属品一式

他標準付属品一式

L-7 1

KM-1 化粧鏡 5YMK51K

KM-2 化粧鏡 8YM6090A

2 3

11 1 11 11 1

L-9

L-10

L-11

UB-1

UB-2

他標準付属品一式

TVB-1 ガスバルクタンク 型　式 ： 竪型（鋼板製） 温水式蒸発器、その他付属品一式 1

容　量 ： 980 kg 蒸発器用ガス給湯器併設形20号

寸　法 ： 1450φ×2280 H（参考）

1.0100 1 外構

（別途ガス工事）
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外構給水管より

外構給水管より

ルーフドレンに
放流
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※１ ※１ ※１

※１ ※１ ※１ ※１

※１

・ ※１は、汚水桝への接続を示す。

※１

※１

※１

外構給水管・
ガス管より
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水道本管より
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各供給箇所へ
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（別途ガス工事）

 ll 

 l 

・ 満水試験継手は掃除口兼用タイプとする。

自動エア抜き弁 20A×4

（GV20×4共）

10050

50
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※

汚水桝へ接続

汚水桝へ接続

水道本管より
汚水桝へ接続
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外構図（1）

1/150
1/300

（改修）

物置

ボンベ庫

桝番号 桝名称 桝仕様 記号 流入口径 桝径 蓋仕様
地盤高(T.P.) 管底高(T.P.)

備考

1 インバート桝 プラスチック桝 90L 50 100

2 インバート桝 プラスチック桝 ST 100 100

3 インバート桝 プラスチック桝 90L 100 100

4 インバート桝 コンクリート桝 SC-3 150 600×600

5 インバート桝 プラスチック桝 90Y 150 150

6 インバート桝 コンクリート桝 SC-3 150

7 インバート桝 コンクリート桝 SC-3 150

8 インバート桝 プラスチック桝 90Y 150 200

9 インバート桝 プラスチック桝 90Y 150 200

10 インバート桝 プラスチック桝 90Y 150 200

11 インバート桝 プラスチック桝 90Y 150 200

12 インバート桝 コンクリート桝 SC-3 150

13 インバート桝 プラスチック桝 90Y 150 200

14 インバート桝 プラスチック桝 90Y 150 200

15 インバート桝 コンクリート桝 150

16 インバート桝 コンクリート桝 SC-4 150 900φ

17 インバート桝 コンクリート桝 SC-4 150 900φ

公設桝

桝深さ 土被り
[mm] [mm][m] [m]

汚水桝リスト

　【注記】・特記なき仕様については、各自治体の基準による。

・鋳鉄製蓋は、盗難防止用チェーン付とすること。

・化粧蓋は鋳鉄製とし、表層の仕上げは建築工事とする。

・プラスチック桝で化粧蓋又は鋳鉄製防護蓋を取り付ける場合は、内蓋（防臭蓋）を取り付けること。

・コンクリート製インバート桝の上流側管底と下流側管底は、20㎜ 程度の落差を設けること。

桝番号 桝名称 桝仕様 記号 流入口径 桝径 蓋仕様
地盤高(T.P.) 管底高(T.P.)

備考
桝深さ 土被り
[mm] [mm][m] [m]

18 インバート桝 プラスチック桝 90L 100 100

19 インバート桝 プラスチック桝 ST 100 100

1 インバート桝 プラスチック桝 90L 150 150

2 インバート桝 プラスチック桝 ST 150 150

3 インバート桝 プラスチック桝 ST 150 150

1 インバート桝 プラスチック桝 90L 150 150

2 インバート桝 プラスチック桝 90Y 100 150

3 インバート桝 プラスチック桝 ST 100 150

4 インバート桝 プラスチック桝 ST 100 150

5 インバート桝 プラスチック桝 ST 100 150

6 インバート桝 プラスチック桝 ドロップ 100 150

再生クラッシャラン（　　　）

埋設表示シート

埋設管

60
0

200D200

10
0

10
0

D
10

0
10

0

粒度調整砕石（　　　）

(影響部)

密粒度アスファルト混合物
50

発生土

山砂

M－30

RC-40

150 150

(影響部)

( N. S. )

▽GL

・ 　　　　　　部分は仮復旧（アスファルト混合物）の後、

　本復旧とする。

塩ビ製密閉蓋 12.42 12.02 300 250

塩ビ製密閉蓋 12.33 11.98 350 250 トラップ桝

化粧蓋（砂利充填） 12.33 11.61 720 570 既設桝

化粧蓋（砂利充填） 12.33 11.59 740 590 既設桝

化粧蓋（砂利充填） 12.33 11.37 960 810 既設桝

塩ビ製密閉蓋 12.33 11.82 510 360 既設桝

塩ビ製密閉蓋 12.33 11.76 570 470 既設桝

塩ビ製密閉蓋 12.33 11.66 670 570 既設桝

塩ビ製密閉蓋 12.33 11.65 685 585 既設桝

塩ビ製密閉蓋 12.33 11.47 860 760 既設桝

塩ビ製密閉蓋 12.33 11.34 990 890 既設桝

化粧蓋（砂利充填） 12.33 12.08 250 200

塩ビ製密閉蓋 12.33 11.97 360 260

化粧蓋（砂利充填） 12.72 11.92 800 700

12.72 11.81 910 760 既設桝・桝嵩上げ300H

12.72 11.74 980 830 既設桝・桝嵩上げ300H

12.72 11.67 1,050 900 既設桝・桝嵩上げ300H

12.72 11.65 1,070 920 既設桝・桝嵩上げ300H

SUS製密閉蓋 12.72 11.62 1,100 950

12.72 11.56 1,160 1,010

12.72 11.55 1,170 1,020

12.72 11.53 1,190 1,040

化粧蓋（タイル充填） 12.72 11.49 1,230 1,080 既設桝・桝嵩上げ300H

12.72 11.42 1,300 1,150

12.72 11.40 1,320 1,170

12.72 11.35 1,370 1,220 既設桝・桝嵩上げ300H

12.42 11.22 1,200 1,050 既設桝

化粧蓋（洗出コン充填） 12.42 11.02 1,400 1,250 既設桝

既設

600×600

600×600

SC-3 600×600

600×600

化粧蓋（砂利充填）

化粧蓋（砂利充填）

化粧蓋（砂利充填）

化粧蓋（砂利充填）

化粧蓋（砂利充填）

化粧蓋（砂利充填）

化粧蓋（砂利充填）

SUS製密閉蓋

SUS製密閉蓋

化粧蓋（砂利充填）

化粧蓋（砂利充填）

・既設桝の蓋は、全て撤去し、新設とする。

 - 

 - 

 -
 

 - 

 - 

 -
 

水道本管φ100（DIP）

下水道本管φ150（PRP）

 -
  - 

20(埋設)

25(埋設)

イ

以降、衛生設備

１階平面図（M-33）参照

以降、衛生設備

外構図（M-31）参照

以降、衛生設備

１階平面図（M-36）参照

以降、衛生設備

１階平面図（M-36）参照

20(埋設)

以降、衛生設備

１階平面図（M-33）参照

イ：埋設用GV20（弁桝450H 共）

ロ：埋設用GV32（弁桝450H 共）

ハ：埋設用GV40（弁桝450H 共）

〈注記〉

は、地中埋設標（コンクリート製）を示す。

は、地中埋設標（鉄製）を示す。

以降、衛生設備

１階平面図（M-33）参照
4

5

6

7 12 15 16

1
2

3

17  - 

 - 

 - 
 - 

6 5 4
3

2

1

1

2

3

8 9 10 11 13 14

18

19

150 150 150

100

100

20 20

・点線は、既設配管を示す。

量水器50mm

水道本管より分岐（不断水工法、サドル付分水栓）

ロ ハ

以降、空調設備

１階配管平面図（M-11）参照

20(埋設)

 - 

 -
 

イ

30（ピット内）

 -
 

イ

イ

イ

以降、空調設備

１階配管平面図（M-11）参照

以降、衛生設備

１階平面図（M-36）参照

・既設利用する屋外排水管は、管内洗浄を行うこと。

既設公設桝

100

アスファルト部埋設断面図

40(埋設)

150

100

25(埋設)

150

150

既設配管接続

25(埋設)

PE管 VD管

50

 -
 

 -
 

 - 

 - 
20(埋設)

25(埋設)
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外構図（2）

1/150
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（改修）

再生クラッシャラン（　　　）

埋設表示シート

埋設管

60
0

200D200

10
0

10
0

D
10

0
10

0

粒度調整砕石（　　　）

(影響部)

密粒度アスファルト混合物

50

発生土

山砂

M－30

RC-40

150 150

(影響部)

( N. S. )

▽GL

・ 　　　　　　部分は仮復旧（アスファルト混合物）の後、

　本復旧とする。

 - 20(埋設)

20(埋設)

20(埋設)

以降、衛生設備

外構図（M-30）参照

イ：埋設用GV20（弁桝600H 共）

〈注記〉

は、地中埋設標（コンクリート製）を示す。

は、地中埋設標（鉄製）を示す。

アスファルト部埋設断面図

イ

 - 

 - 

 - 

アスファルト解体復旧

 - 
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外構図（3）
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（改修）

EV急速
充電器
W407×
D880×
H1,734

1 11

再生クラッシャラン（　　　）

埋設表示シート

埋設管

60
0

200D200

10
0

10
0

D
10

0
10

0

粒度調整砕石（　　　）

(影響部)

密粒度アスファルト混合物

50

発生土

山砂

M－30

RC-40

150 150

(影響部)

( N. S. )

▽GL

・ 　　　　　　邪分は仮復旧（アスファルト混合物）の後、

　本復旧とする。

 -
 

 -  -  - 

 - 

水遈本管φ100（DIP）
 - 

20(埋設)

20(埋設)

水遈本管より引込

イ：埋設用GV20（弁桝450H 共）

〈注記〉

は、地中埋設標（コンクリート製）を示す。

は、地中埋設標（鉄製）を示す。

イ

イ

量水器 20mm

（不断水工法：サドル分水栓）

止水栓

アスファルト邪埋設断面図
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センター棟 １階平面図

1/50
1/100

（改修）

FIX

㎡

・特記なき厨房内の給水管・給湯管は、20Aを示す。

・特記なき厨房内の給水管・給湯管のバルブ止メはGV20とする。

・ ※1 は、間接排水口65×40を示す。

・ ※2 は、機械式トラップ示す。

・点線は、既設桝・既設配管を示す（屋外）。

・特記なき厨房内の給水管・給湯管・排水管は、床上配管を示す。
屋外露出管（凍結防止ヒーター範囲）

管種 管径

20 5.5

配管長(m)

・　　は、地中埋設標（コンクリート製）を示す。

・　　は、地中埋設標（鉄製）を示す。

25 10.0

40 5.0

65 1.5

25 1.5

コア抜きリスト

開口箇所 サイズ 厚(mm） 数量

100φ 150 25

種別

 -
 

100 100 100 100 100 10075

100

 - 

 -
 

 -
 

 PG 

 -
 

65

40

25 20

100

75
75

40

40

20

25

25 20

COA100

COA100

100

100

100

40

100

100

40

75

40

75

20

20

25

GV40

30

40

20

25
2050

100

100

 P
G

 

 PG 

125(埋設) 125(埋設) 125(埋設)125(埋設)

20

40

50

WHG

1

100

100

100

PD

1

※カウンター下設置

 P
U

 

65

 l 

GT

2

GT

1

※流し台下設置

※流し台下設置

※1

100(ピット内)

100(ピット内)

25

40(ピット内)

40(ピット内)

65(ピット内)

40(ピット内)

30,20,25

50

40

40

 - 

 -
 

 -
 

 - 

 - 

 -
 

 l
 

 l 

50(天井)

20

 P
G 

 P
G 

50,30（埋設）

以降、衛生設備外構図（M-30）参照

30（ピット内）30（ピット内）

 -
 

30（埋設）

 -
 

 - 

 - 

 -
 

 -
 

 -
 

以降、衛生設備

外構図（M-30）参照

20（埋設）

30,32（埋設） P
G 

 PG 

 P
G 

GC50

 P
G
 

 -
 

50 100,65,65

25

50(埋設)

▽地盤面（既存）

プラスチック桝（新設）

▽地盤面（改修）

排水竪管100

排水横主管125

50(埋設）

排水竪管～排水桝接続部 要領図 (No Scale)

 - 

TW-1　バルブリスト

2GV

2緊急遮断弁(機器付属品)

2定水位弁

間接排水金物 2

SUS製防虫網 2

2GV(水抜) 50A

40A

FJ 2

2BT 20A

PU-1 バルブリスト

2

1

GV

2

CV

防振継手

1GV 65A

1防振継手

40A

40A

※1

※2

※2

※1

※2

25（埋設）

40A

25A

20A

200×100A

100A

受水槽下部

平面図参照

受水槽下部平面図 (1/50)

TW

1

PU

1

イ

ロ

7 8

9 10

11 13 15

6

5

4

1

12 14

65（埋設）

FJ 25A 2

FJ 20A 2

・イ：埋設用GV20（弁桝450H 共）

　ロ：埋設用GV65（弁桝450H 共）

 -
 

 -
 

 -
 

イ

20（埋設）

20（天井）
 - 

40（床上）

40,50,65

25

ドルゴ通気弁40（流し下）

 -
 

 -
 

 - 

20

25

 -
 

20（天井）

 -  -  -  -  -  -  -  - 

 -
 

 - 

 - 

30（ピット内）

〈注記〉

給水管

給水管

VC50

125125 50125 125

GV40

CV4040

　井戸
（既設）

 -
 

 - 

 -
 

 -
 

減菌装置
（既設）

30（埋設）

25（埋設）

給水管

給水管

30（埋設）

GV 40A 2

GV 25A 2

50

以降、衛生設備外構図（M-30）参照

100

65A

65A

給湯管

 PG 

 PG 

TVB

1

別途ガス工事

床 排水

集合管（最下階継手）

※ 既設開口が利用可能な場合は、既設開口を利用すること。
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松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-34給排水衛生設備

センター棟 ２階平面図

1/50
1/100

（改修）

J'

・特記なき客室内の給水管・給湯管・排水管は、床上配管を示す。

H

W

コンクリート基礎

150×150×150H

Ｐ -100□×6t

ゴムシート100□×5t

配管架台参考図　NO SCALE

W [mm] 数量架台番号 配管本数

(1)300  7 300

H [mm]

L

・架台用部材は、Ｌ-50×50×6t(溶融亜鉛メッキ仕上)

　とする。

300  1 (3) 600

コア抜きリスト

開口箇所 サイズ 厚(mm） 数量

100φ 150 21

屋外露出管（凍結防止ヒーター範囲）

管種 管径

3.0

配管長(m)

2.0

25 2.0

50

50

種別

 l
 

 l 

 l
 

 -
 

 -  - 

 l 

 - 

 l
 

 l
l 

 ll 
 - 

 - 
75

100 100 100 100 100 100

65(床下)

100 100 100 100 100 100 75

65

65

65
75(床下)

75(床下)

75

75

 l
 

 l 

 - 
 l 

 -
 

 - 

 l
 

 l
l 

 P
G 

 - 

 -
 

 ll
 

 l 

 l
l 

 l
l 

40,25,50（天井内）

 - 

 l 

40

20

20

50

25

20

25

20

25

 -
 

75(床下)

25

25

20

25

50
40

75

75(床下)65(床下)

 -
 

25

20
20

25

25

75(床下)

75(床下)

65(床下)

40(床下)

20

20

25

25
25

20

20

 -
 

 - 

 -
 

 l 

 - 

 l 

50(床下)

GV25×2

 -
 

 -
 

 - 

 -  - 

 l  l 

VC75

50

20(天井内)

25(天井内)

50(天井内)

40,25,50（天井内）

20
20

20,20

20,20

20

65(床下)

COA65

25,25
20,25

25,25

25,25,25（天井内）40,25,50（天井内） 30,25,40（天井内） 30,25,30（天井内）

WHG

2

PHW

1

 P
G
 

 -
 

75 75(床下) 65(床下) 65(床下)

 l
 

50,65,100,25,50

65,65,100

GV50×2

50

75(床下)

75(床下)

40(床下)

50(床下)

65(床下)

GV25,GV40

GV50
CV50

GV25,GV50

 D 

管端開放（防虫網）

（A1: 1/50）ランドリースペース　洗面器廻り平面図

40

20（天井内）

 ll  ll  ll  ll  ll 

 l
 

 -
 

 - 

 l
 

COA75

COA65

COA75COA75

COA75

COA65

COA65

 -
 

 l
 

 l
 

 -
  l
  -
  l
 

COA50

〈注記〉

定流量弁(5 L/min)

 -
 

 l
 

 -
 

 - 

 l
 

GV25×4

COA65

 - 
 l  l

 

 l 

 - 

 l
 

 l 

20
20

25(天井内)
25(天井内)

 - 

25(天井内)
25(天井内)

GV25×4

 l 

COA75

 - 

25(床上)

20(床上)

50

50

50,25,40（天井内）
イ

ロ

32

イ

イ
イ

イ

イ

イ

イ

ロ

 -
 

床

40(床上）
機械式トラップ

間接排水口65×40

給水管

給湯管(往）

給湯管(還)

 -
 

自動エア抜き弁 20A（PS内）

（GV20共）

排水

※ 既設開口が利用可能な場合は、既設開口を利用すること。
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双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-35給排水衛生設備

センター棟 ３階平面図

1/50
1/100

（改修）

・特記なき客室内の給水管・給湯管・排水管は、床上配管を示す。

・３階の集合管継手は、最上階用の通気横取出しタイプとする。

　（ただし、客室６・客室８は通気管上取出しタイプとする。）

コア抜きリスト

開口箇所 サイズ 厚(mm） 数量

100φ 150 2

種別

 -  - 

 l 
 ll 

 - 

 -
 

100 100 100 100

65

100 100

100

65

75

20

25

25

20

50

20

25

75

20

100

 -  - 

 l
 

 -
 

 l
 

 l 

 l
  l
  -
 

VC100

VC100

 - 

GV25×2

100

20,20

4075

100

100

65

50

 l
l  l
 

 - 

 -
 

GV25×2

50

 -
 

 - 

50

 -
 

 ll
 

 l 

50,65,100,25,40

VC100

25,40（天井内）

GV50
GV25,GV40

50（天井内）

20(天井内)

COA75

40,25,50（天井内） 40,25,50（天井内） 30,25,40（天井内） 30,25,40（天井内） 25,25,25（天井内）

 -
 

 ll
 

 l 

自動エア抜き弁 20A×4（PS内）

（GV20×4共）

 ll 

65

COA100

COA65

 l
 

 - 

 l 

 - 

 -
 

20

25

25

20

50

20

25

75

20

COA75

 l
 

 - 

 l 

 - 

 -
 

20

25

25

20

50

20

25

75

20

COA75

 l
 

 - 

 l 

 - 

 -
 

20

25

25

20

50

20

25

75

20

COA75

 l
 

 - 

 l 

 -  - 

 l  l  l 
 ll  ll 

COA50

〈注記〉

75 75 75

65 65

GV25×2 GV25×2 GV25×2

定流量弁(5 L/min)

100

VC100

100

VC100

100

VC100

100

VC100

 l 
 ll 

 - 

 -
  l

l 
 l
 

40(床上）

機械式トラップ

 -
 

間接排水口80×40

間接排水口へ放流

床 排水

※ 既設開口が利用可能な場合は、既設開口を利用すること。
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drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-36給排水衛生設備

ホール棟 １階平面図

1/50
1/100

（改修）

コア抜きリスト

開口箇所 サイズ 厚(mm） 数量

100φ 150 19

種別

100φ 150 22

100φ 150 2

 -
 

 -
 

 -
 

 -
 20,50(床上)

 -
 

 - 

 - 

 - 

 -
 

 -
 

20

20

20

20

50

75

75

75
75

50（ピット内）

100

40

100 100

50

50

25
20

30

30 30

20

100

75

20

65(天井)

65

VC65

 - 

25

20
100

100

100

50

65(天井)

 -
 

 -
 

20（天井）

25

25

50（天井）

50（スラブ上）

50

VC50

100

COA100

40

65

25（天井）

25

25

30

25 25

20

40

40

 -
 

 - 

 -
 

20

75

以降、衛生設備外構図（M-30）参照

以降、衛生設備外構図（M-30）参照

40

GV40
CV40

40

GV40
CV40

 -
 

以降、衛生設備外構図（M-30）参照

COA100

COA100

 P
U

 

PD

2

PD

3

1

2

40

30

 -
 

 -
 

 - 

 -
 

 -
 

 - 

 -
 

 -
 

40

25

50

 P
U

 
 P

U
 

床 給水

※ 既設開口が利用可能な場合は、既設開口を利用すること。

床 排水

床 通気

1
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一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-37空気調和設備

機器表（1）

-
-

（撤去）

２．除去工事実施の表示を、目につきやすい場所に掲示する。

５．清掃及び養生を行う。
４．保護具を作業開始から最終清掃まで着用すること（保護衣・半面型防塵マスク）。

　（１）真空掃除機で施工周辺を掃除してから、扉・窓・換気扇等の開口部を養生シートで覆う。
　（２）配管エルボ・ダクトパッキン切断部位を養生シートで覆う。
６．除去工事を行う。

　（２）切断は、石綿部分を噴霧器等で湿潤させる。
　（３）石綿部に触れない箇所で切断し、石綿部が切断後、落下しないよう必ず荷受できる状態で行い、落下による飛散防止を行う。
　（４）除去した配管エルボ・ダクトパッキンは、プラスチック袋で『石綿』である旨の表示を行い二重梱包し、衝撃を与えないよう取扱い一時保管場所に仮置きする。
７．袋詰めした石綿の一時保管
　（１）一時保管は、プラスチックシートが破損しないよう丁寧に仮置きする。
　（２）仮置き周辺は、カラーコーンなどで覆い、看板などで石綿の保管場所であることを掲示し、責任者及び連絡先を明記する。
８．洗身及び保護具の管理
　（１）作業終了後に洗眼、洗面及びうがいをする。また、呼吸用保護具に付着した粉じんを真空掃除機で清掃し、保護衣は廃石綿の袋に入れ産廃とする。
　（２）作業用足場・使用工具は、作業場外搬出前に真空掃除機にて清掃し、濡れたウェス等で拭く。
９．片付け・最終清掃を行う。

　（１）作業は、２人以上で行う。

３．足場作業時は、安全帯を着用すること。

１．使用機器及び材料（ケレン棒、保護めがね、噴霧器、管切断カッター（セーバーソー）、真空掃除機（ＨＥＰＡ）、のび馬・移動式足場）

アスベスト撤去作業手順

※ 作業開始前に施工範囲（工事動線含む）の室内養生を行う。

撤去を行う給排水管保温材には石綿含有建材が含まれているため適切な処分を行う。

３）石綿含有保温材は場外搬出とし、適切に処分をする。
２）石綿含有保温材は適切な場所で保温材を取り外す。
１）現場にて保温材が付いたまま継手を切断する。

ダクト、チャンバー等フランジ部の石綿パッキン及びたわみ継ぎ手等は下記の
手順により撤去し、石綿含有建材は専門処理業者にて適切に処分する。
１）ダクトフランジ部、たわみ継手をビニールでカバーし、両端を空気の流通
　　の潵いように粘着テープで押える。
２）ダクトを切断する。切断はエースカッター、スーパージグソー等を使用し、
　　サンダーや溶断など漨気の出る物は使用厳禁とする。

ダクト切断位置

ダクト切断位置

ビニールカバー

ダクトフランジ部

ガムテープ２重巻き ガムテープ２重巻き

ダクトフランジ部

石綿含有保温材撤去要領図 ダクト等撤去時作業指示事項

配管材

切断箇所

グラスウール保温材

石綿含有保温材

切断箇所

石綿含有保温材

グラスウール保温材 ３）切断したフランジ部、たわみ継ぎ手等は場外搬出とし、適切に処分する。

配管材

種類 寸法 箇所数種類 寸法 箇所数

ダクト曲がり部 800 × 200 4配管エルボ 100A以下 90

300 × 400 4配管チーズ 100A以下 90

700 × 200 6

550 × 550 6

種類 寸法 箇所数

800 × 450 2

配管エルボ 100A以下 20

550 × 550 2

配管チーズ 100A以下 20

800 × 450 6

800 × 500 6

500 × 300 8

750 × 300 2

450 × 450 8

ダクト直管部 800 × 200 1

300 × 400 4

700 × 200 2

550 × 550 4

800 × 450 2

550 × 550 3

800 × 450 5

800 × 500 7

500 × 300 5

750 × 300 4

450 × 450 4

〈センター棟〉

〈ホール棟〉

〈ホール棟〉

アスベスト撤去・処分数量表（参考）アスベスト撤去

1

2

1

8
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松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-38空気調和設備

機器表（2）

-
-

（撤去）

〈注記〉

　・　　　　　 を除き、撤去とする。

天井ビルトイン型

天井ビルトイン型

天井ビルトイン型

6

2

天井ビルトイン型

天井カセット２方向型

7.1 kW 8.0 kW

4.5 kW 5.0 kW

40 kW 45 kW

14 HP
冷媒：R410A（23kg）

冷媒：R22（11kg）

冷媒：R22（11kg）

冷媒：R22（8kg）

冷媒：R22（10kg）

冷媒：R22（36kg）

冷媒：R22（11kg）

冷媒：R22（2kg）

A-12 空調機
（連絡通路）

型　式　　　空気熱源ヒートポンプパッケージ型　インバータータイプ
冷房能力：7.1kW　暖房能力：8.0kW

屋内機：天井カセット２方向型

1 1 200 1.70 冷媒：R32（1.7kg）
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センター棟 １階配管平面図

1/50
1/100

（撤去）

 

 

 R 

 R
 

 R 

 R 

 R
 

 R 

 R 

 R
 

 R
 

 R 

 R
 

 R
 

 D
 

 D
 

 D
 

 R  R  R  R  R  R 
 D  D  D  D  D 

 D
 

A

3a × 6

A

2a

A

2b

40 4040

40（ピット内）

 D
 

 D 

25

25

40（ピット内）

40（ピット内）

40（ピット内）

　,40G 　,40E 　,40D 　,40B

D

G

 D
 

 D
  D

 

40（埋設） 40（埋設）

　,  C G

C

　B

　B

25

〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・特記なきドレン管は、25Aとする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。

ピット内

埋設

ピット内

埋設

40（埋設）

40（埋設）

 D
 

 D
 

 D 

40（ピット内）

側溝

側溝
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松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-40空気調和設備

センター棟 ２階配管平面図
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1/100
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4a × 4
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　,  G G 　,40G 40 40

40 40 40　,  C G
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 R
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A
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　B　B　B

　,40G

 R  R 
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〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・特記なきドレン管は、25Aとする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。

 R 

 R 
G
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C
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松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-41空気調和設備

センター棟 ３階配管平面図
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　,40E　,40E 　,40D 　,40B

　,  G G

DG
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　,40G

G

〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・特記なきドレン管は、25Aとする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。
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一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-42空気調和設備

ホール棟 １階配管平面図
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〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・特記なきドレン管は、25Aとする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。

間接排水口100×40

間接排水口100×40

 R 

　

　,25

40（ピット内）

40（ピット内）

　

　

　

32

40,  

40（埋設）

　（トレンチ内）

　（トレンチ内）

 R
 

GV20

20（ピット内）

　,  ,  （ピット内）

 - 

 -
 

20（埋設）

40（埋設）

32

40（ピット内）

D

D

E G I

E

D

D

A

I

E

以降、外構図（M-52）参照
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松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-43空気調和設備

ホール棟 ２階配管平面図

1/50
1/100

（撤去）

A

6c

A

7b

A

9a

 D
 

 R
 

 R
 

 R 

 R 

 R
 

 R 

 D
 

 R 
 D 

 R
 

 D
 

25

　

　

　,25 40,  

〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・特記なきドレン管は、25Aとする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。

バルコニーへ放流

B

A

D A
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一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-44空気調和設備

センター棟 １階ダクト平面図
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O
A
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VC150×10

VC150×4

VC150×2

VC150

EA 150φ

350×350

500×300

V

8 ¶ 6

A

3a ¶ 6

EV

1

EV

1

V

7

V

6

V

13

V

3

V

4

A

2a

〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。

ガラリチャンバーボックス（1）

ボックス 600W¶300D¶300H

外貼

1

SA 150φ×2

GW25t

OA

ガラリチャンバーボックス（2）

ボックス 400W¶300D¶400H

外貼

1

GW25t

EA

（1）

（2）

インフォメーションセンター

ノズル #7

1

SA

多目的スペース

VHS　800¶300

ボックス 950¶300¶450H
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内貼 GW25t

6

300×300

EA 150φ EA 150φ EA 150φ EA 150φ EA 150φ EA 150φ

OA 150φ OA 150φ OA 150φ OA 150φ OA 150φ OA 150φ

OA 150φ

OA 150φ

EA 150φ

EA 150φ

EA 150φ

EA 150φ

EA 150φ

SA 150φ

SA 150φ

EA 150φ

RA 150φ

RA 150φ

350×350

クリンプ金網

管理事務室

HS　200¶200

ボックス 350¶350¶300H

RA

2

管理事務室

VHS　200¶200

ボックス 350¶350¶300H

SA

内貼 GW25t

2
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センター棟 ２階ダクト平面図
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（撤去）

VC150×8

V

4

V

5

V

8 ¶ 4

V

8 ¶ 2

A

4a ¶ 4

A

4b ¶ 2

VC150×4

V

4

〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。

教室2

VHS　800¶300

ボックス 950¶300¶450H

SA

内貼 GW25t

4

VC150

VC150

VC150

 EA 150φ

 EA 150φ

 EA 150φ

EA 150φ EA 150φ EA 150φ EA 150φ

OA 150φ OA 150φ OA 150φ OA 150φ

OA 150φ

EA 150φ

EA 150φ

OA 150φ
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センター棟 ３階ダクト平面図
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（撤去）
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4
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8 ¶ 6

A
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EA 150φ

VC150×10

VC150
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VC150

商工会スペース

VHS　800¶300

ボックス 950¶300¶450H

SA

内貼 GW25t

4

役員室

VHS　800¶300

ボックス 950¶300¶450H

SA

内貼 GW25t

2 〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。
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ホール棟 １階ダクト平面図
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〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。

ホワイエ
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ホール棟 ２階ダクト平面図
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（撤去）
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排気ガラリチャンバー（上部）：残置再利用
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A
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〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。
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松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-49床暖房設備

盤図・詳細図

-
-

（撤去）

〈注記〉

　・シンダーコンクリート内のケーブルヒーター以外の

　　盤・配線類を撤去とする。



A1:
A3:

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-50床暖房設備

ホール棟 平面図

1/100
1/200

（撤去）

〈注記〉

　・シンダーコンクリート内のケーブルヒーター以外の

　　盤・配線類を撤去とする。
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松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-51給排水衛生設備

機器表・器具表

-
-

（撤去）

〈注記〉

　・　　　　　 を除き、撤去とする。
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松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-52給排水衛生設備

外構図

1/150
1/300

（撤去）

物置

ボンベ庫

桝番号 桝名称 桝仕様 記号 流入口径 桝径 蓋仕様 備考

A インバート桝 コンクリート桝 SC-3 150 MHB-600 610

B インバート桝 プラスチック桝 90Y 150 100 塩ビ製密閉蓋 680

C インバート桝 コンクリート桝 SC-3 150 600×600 MHB-600 750

D インバート桝 コンクリート桝 SC-3 150 MHB-600 770

E インバート桝 コンクリート桝 150 MHB-600 930

F インバート桝 コンクリート桝 150 MHA-600 1,070

G インバート桝 コンクリート桝 SC-4 150 900φ MHA-600 1,200

インバート桝 コンクリート桝 SC-4 150 900φ MHA-600 1,400

公設桝

桝深さ
[mm]

汚水桝リスト

インバート桝 プラスチック桝 90L 150 150 塩ビ製密閉蓋 720

インバート桝 プラスチック桝 ST 150 150 塩ビ製密閉蓋 740

インバート桝 プラスチック桝 ST 150 150 塩ビ製密閉蓋 960

インバート桝 プラスチック桝 90L 150 150 塩ビ製密閉蓋 510

インバート桝 プラスチック桝 90Y 100 150 塩ビ製密閉蓋 570

インバート桝 プラスチック桝 ST 100 150 塩ビ製密閉蓋 670

インバート桝 プラスチック桝 ST 100 150 塩ビ製密閉蓋 685

インバート桝 プラスチック桝 ST 100 150 塩ビ製密閉蓋 860

インバート桝 プラスチック桝 ドロップ 100 150 塩ビ製密閉蓋 990

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

 -  - 

蓋共に残置

SC-3

SC-3

600×600

600×600

600×600

600×600

 - 

 - 

 -
 

 - 

 -
 

水道本管φ100（DIP）

下水道本管φ150（PRP）

32

32

以降、衛生設備

１階平面図（M-53）参照

以降、衛生設備

１階平面図（M-56）参照

以降、衛生設備

１階平面図（M-56）参照

 - 

 - 

 - 
 - 

150 150 150

C

B
A

E F G
D

H

I

J

K

L

M

N
O

P

Q

20 20

既設配管切断

 -
 

 - 

 -
 

20,40（ピット内）

量水器40mm（貸与品）

量水器20mm（貸与品）

40

150,40 150

40

量水器30mm

以降、衛生設備

１階平面図（M-56）参照

20

〈注記〉

　・実線は撤去とする。

　・破線は残置とする。

　・排水桝、屋外排水管は全て残置とする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。

 -
 

 - 

以降、空調設備

１階平面図（M-42）参照

（桝本体は全て残置とし、蓋のみ撤去とする）

 - 

（異種管接続用ソケット
　接続の後、プラグ止め）
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一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-53給排水衛生設備

センター棟 １階平面図

1/50
1/100

（撤去）
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COA50

COA100
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32

25

20

65

50
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50

25

25

32

32

80

50

40
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100

100

100

100

100

100

GV65

6550

50

 -
 

 -
 

65,65,20,100

EB

1

50

100

〈注記〉

　・特記なき限り、配管類は全て撤去とする。

　・既設躯体貫通部の不要箇所は、穴埋めを行うこと。

 - 

 -
 

 - 

 - 

 -
 

 - 

20,40

20,40（埋設）

40,20（埋設）

 - 
 - 

 - 
 - 

 - 
 - 

 - 
 - 

 -
 

 -
 

 -
 

 -
 

 -  - 

 -  - 

25

25 32

40

20

80

20

40

20

20

ピット内

埋設

 - 

 -
 

 -
 

 -
 

減菌装置

井戸

範囲内の機器・配管は残置とする。

配管切断（プラグ止メ）

20（露出）

20（露出）

20,40（埋設）

20,40（埋設）

80

80

以降、外構図（M-52）参照
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一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾 M-54給排水衛生設備

センター棟 ２階平面図

1/50
1/100

（撤去）
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2525
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2025
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COA65

25

20 20
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50
50

COA100

100

40

32

50

20

20
25

50,50

65

50

40
COA50

20
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